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大学基金寄附者に感謝状を贈呈

　

平成２７年度， 下記の３企業・団体等及び個人に対し， 長揮秀行学長から感謝状を贈呈しました。

　

この感謝状は， 平成２２年１月の帯広畜産大学基金設立以来， 企業・団体等にあっては１００万円

以上， 個人にあっては５０万円以上の寄附をされた方に対し， 大学基金で定める「謝意表名の基本

方針」 に基づき， 贈呈したものです。

　

なお， 来年度以降もこの本方針に基づき， 該当される方には感謝状を贈呈するとともに， 企業・

団体等で２０万円以上， 個人にあっては１０万円以上の寄附をされた方には， 本学 「かしわプラザ」

に設置してある銘板にお名前を掲載させていただきます。
企業・団体等

　

㈱ズコーシャ， ハラデンキ㈱， ㈱十勝毎日新聞社

個人
鬼塚

　

義臣， 諸角

　

元二

㈱ズコーシャ関本代表取締役社長， ハラデンキ㈱原代表取締役社長，

　　

長浬学長 （右から）長運学長（左から）

㈱十勝毎日新聞社林代表取締役社長，
長洋学長，（右から）
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帯広畜産大学講堂（改修工事完了）
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大学基金への皆様のご支援により， 本学講堂の改修工事が完了し， 新たな講堂として生まれ変わり

ました。 ご支援誠にありがとうございました。
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教育研究活動に関する助成



交雑牛一産取り肥育牛における皮下脂肪推定装置による

効率的な肥育方法の検討

口 田

　

圭

　

吾

畜産衛生学研究部門

　

教授

１． 目

　　　

的

昨年，牛生体の皮下脂肪推定装置が開発され，特に繁殖雌牛の皮下脂肪の推定に有効であること

が示されてきた。 しかしながら， 肥育段階で同装置を利用した例はない。 武藤ら （２０１５） は， 肥

育開始前ならびに肥育開始後２カ月目の超音波診断装置で計測した皮下脂肪厚と体重を利用するこ

とで， と畜時の皮下脂肪厚を予測可能であることを報告し， 肥育時における皮下脂肪厚の経時的な

測定が有効であることを示した。しかしながら， 超音波診断装置は高価であり，また操作の熟練も

要する。

本研究は， 簡便に皮下脂肪を推定できる皮下脂肪推定装置を利用し， 肥育牛の皮下脂肪厚の推定

精度ならびに皮下脂肪の推定値を肥育ステージで活用する方法を検討することを目的とした。

２． 方

　　　

法

　

上士幌町の株式会社ノベルズで肥育されている交雑種－産取り肥育牛を材料として使用した。と

畜直前の牛生体に対して皮下脂肪推定装置により， 皮下脂肪を計測した。皮下脂肪を計測した位置

は， 第６－７肋骨間であり， また， 正中線から１ｏｃｍ，２０ｃｍおよび３０ｃｍの位置で計測した。 と畜は

池田町食肉センタ←で実施し， 格付と同時にミラー型牛枝肉横断面撮影装置を利用し枝肉横断画像

の撮影を実施した。６月および８月にそれぞれ６頭の材料牛について， 生体で皮下脂肪推定装置を

用い， 皮下脂肪厚を測定した。６月の調査については， 皮下脂肪推定装置から得られる値の再現性

のチェックを中心に行った。 ８月の調査については材料牛を， 生体での皮下脂肪測定の翌日にと畜

し，２４時間経過した後， 枝肉格付とほぼ同時刻に枝肉横断面画像の撮影を実施した。枝肉横断面

画像での皮下脂肪測定箇所は図１の通りである。両者を比較し精度を確認した。統計処理にはＳＡＳ

のＣＯＲＲプロシジャを利用した。

図１

　

皮下脂肪測定部位に相当する枝肉横断面上の位置ならびに皮下脂肪推定装置の外観
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３． 結

　　　

果

　

６月に皮下脂肪推定装置で計測した生体からの目盛りの読み， その平均値ならびに変動係数を表
”こ示した。 ５回の測定値の変動係数の範囲は１．３７～３．０５であり， 比較的測定値にバラツキが生

じること， また， 変動係数は測定位置１ｏｃｍの箇所が最も大きいこと， 個体による読み値の差がそ

れほど大きくないことが確認された。本研究では５回の読み値の平均値をその測定位置での皮下脂
肪厚の読み取り値とした。

表１

　

牛生体に対し５回試行した皮下脂肪推定装置からの読み取り値ならびに基礎統計量

個体識別番号

　

測定位置

　

，回目

　　　　　　　

測定回数
平均値

　

標準偏差

　

変動係数

　　　　　　　　　　　　　　　

２回目

　　　

３回目

　　　

４回目

　　　

５回目
１３８５１－０８５３‐４

　　

１０ｃｍ

　　　　

ｏ．７８

　　　　

０．８０

　　　　

０．８３

　　　　

０．８２

　　　　

０．７８

　　　　

０．７９８

　　　　

Ｑ０２３

　　　　

２．８８
２０ｃｍ

　　　　

ｏ．７７

　　　　

０．７８

　　　　

０．８０

　　　　

０．７８

　　　　

０．７８

　　　　

０．７８０

　　　　

ＱＯＩＩ

　　　　

Ｉ．４０

　　　　　　　　　　　

３０ｃｍ

　　　　

ｏ．７７

　　　　

０．８０

　　　　

０．７８

　　　　

０．７８

　　　　

０．７８

　　　　

０．７８０

　　　　

０‘０１１

　　　　

１４０
１３７６７‐００３１－０

　　

ｌｏｃｍ

　　　　

ｏ．８４

　　　　

０．８１

　　　　

０．８２

　　　　

０．８０

　　　　

０．８１

　　　　

０．８１３

　　　　

０．０１５

　　　　

１．８６
２０ｃｍ

　　　　

ｏ．８２

　　　　

０．７８

　　　　

０．７９

　　　　

０．７７

　　　　

Ｑ７８

　　　　

Ｑ７８３

　　　　

０．０１９

　　　　

２４６

　　　　　　　　　　　

３０ｃｍ

　　　　

ｏ．７８

　　　　

０．８２

　　　　

０．８０

　　　　

０．８１

　　　　

０．８０

　　　　

０．８０３

　　　　

０．０１５

　　　　

Ｌ８５
１３６３１－０５０１‐２

　　

１０ｃｍ

　　　　

ｏ．７２

　　　　

０．７４

　　　　

０．７１

　　　　

０．７０

　　　　

０．７３

　　　　

０．７２０

　　　　

０．０１６

　　　　

２．２０
２０ｃｍ

　　　　

ｏ．８３

　　　　

０．８２

　　　　

０．８０

　　　　

０．８０

　　　　

０．７７

　　　　

０．８０７

　　　　

０．０２５

　　　　

３．０９

　　　　　　　　　　　

３０ｃｍ

　　　　

ｏ．７９

　　　　

０．７７

　　　　

０．７８

　　　　

Ｑ７８

　　　　

０．７６

　　　　

０．７７７

　　　　

０．０１３

　　　　

１．７０
１３９９０‐ＴＯ０８‐３

　　

１０ｃｍ

　　　　

ｏ．７７

　　　　

０７６

　　　　

０．８２

　　　　

０．８０

　　　　

０．７
２０ｃｍ

　　　　

ｏ．７８

　　　　

０．８０

　　　　

０．８１

０．８０

　　　　

０．７９

　　　　

０．７８５

　　　　

０．０２３

　　　　

２．９７

０‘８４

　　　　

０．８２

　　　　

０．８０８

　　　　

０．０２２

　　　　

２．７８

　　　　　　　　　　　　　　

３０ｃｍ

　　　　

ｏ．７８

　　　　

０．８２

　　　　

０．７８

　　　　

０．８０

　　　　

０．７７

　　　　

Ｑ７８７

　　　　

０．０２０

　　　　

２．５４
１３３９６‐８４３４【３

　　

１０ｃｍ

　　　　

ｏ．７７

　　　　

０．７５

　　　　

０．７４

　　　　

０．７４

　　　　

０．７５

　　　　

０．７４７

　　　　

０．０１０

　　　　

１．３７

　　　　　　　　　　　　　　

２０ｃｍ

　　　　

ｏ．７９

　　　　

０．７８

　　　　

０．８１

　　　　

Ｑ８２

　　　　

０．７８

　　　　

０．７９３

　　　　

ＱＯ１８

　　　　

２．２９

　　　　　　　　　

３０ｃｍ

　　　　

Ｑ７７

　　　　

Ｑ８０

　　　　

０．８０

　　　　

０．７８

　　　　

０．７６

　　　　

０．７８２

　　　　

０．０１９

　　　　

２．４１
１３４３８－９３６７‐０

　　

ｌｏｃｍ

　　　　

ｏ．８２

　　　　

０．８１

　　　　

０．７６

　　　　

０．７７

　　　　

０．７９

　　　　

Ｑ７９０

　　　　

０．０２４

　　　　

３．０５

　　　　　　　　　

２０ｃｍ

　　　　

ｏ．７９

　　　　

０．８０

　　　　

０．８０

　　　　

０．７９

　　　　

０．８２

　　　　

０．７９７

　　　　

０．０１２

　　　　

１．５４

　　　　　　　　　

３０ｃｍ

　　　　

ｏ．７５

　　　　

０．７７

　　　　

０．７７

　　　　

０．７５

　　　　

０．７７

　　　　

０．７６３

　　　　

ＱＯＩＩ

　　　　

Ｉ．４４

　

８月に実施した測定値と枝肉横断面画像から得られた皮下脂肪厚との関連性を表２に示した。皮
下脂肪推定値と実測値との相関係数は，１ｏｃｍの位置ならびに２０ｃｍの位置でほぼ無相関，３０ｃｍ
の位置で‐０．３６６という値であった。 また，８４５５牛と８４５６牛において３０ｃｍの位置で推定値の目盛

りの読みが０．６９と同一であったにもかかわらず， 皮下脂肪実測値は４．７６ｃｍおよび２．７３ｃｍと大き

く異なっていた。

　

４

　

－



表２

　

皮下脂肪推定装置からの読み取り値とと畜後の枝肉横断面上から計測した

　　

皮下脂肪実測値ならびに両者の相関係数

　　　　　

枝肉番号 ・ｏＣｍ実測」篤艶霧
盛知ｃｍ実測引雛墓み

盛３脚実測」釈雑霧
盛

　　　　

８４５１

　　　　　

１．１７

　　　　

０．７６

　　　　

０．６３

　　　　

０．７４

　　　　

２４７

　　　　

０．７４

　　

８４５２

　　　　　　

１．７４

　　　　

０．７２

　　　　

１，０９

　　　　

０．６９

　　　　

２．８８

　　　　

０．６５

　　

８４５３

　　　　　　

０．９９

　　　　

０．７４

　　　　

０．７０

　　　　

Ｑ７６

　　　　

２．３１

　　　　

０．７３

　　

８４５４

　　　　　　

１．５５

　　　　

０．７３

　　　　

１．１１

　　　　

０．６９

　　　　

３．１５

　　　　

０．６７

　　

８４５５

　　　　　　

１．９７

　　　　

０．７５

　　　　

１．２５

　　　　

Ｑ７７

　　　　

４．７６

　　　　

０．６９

　　

８４５６

　　　　　　

２．０５

　　　　

０．７４

　　　　

１．３０

　　　　

Ｑ７６

　　　　

２．７３

　　　　

０．６９

実測値と推定

　　　　

－ｏ．ｏ９ｏ

　　　　　　　

‐ｏ．ｏ７０

　　　　　　　

‐０．３６６値の相関係数

４． 考

　　　

察

　

肥育をしていない繁殖雌牛で実績のあった超音波推定装置であったが， 肥育最終ステ」ジの皮下

脂肪が厚い段階での推定値の精度は残念ながら低いものであった。武藤ら（２０１５）は肥育開始直

後からと畜直前までの皮下脂肪厚の推移を超音波測定装置で経時的に計測し， 肥育開始後２ヶ月の

初期段階での皮下脂肪の厚さの増加量が， と畜時の皮下脂肪厚と有意な関連性を報告したが， 肥育

初期のような皮下脂肪が薄い段階での本装置の有効性について検討する課題が残った。

　

ー

　　　

８４５１　　　　　　　

図２

　

表２に示したそれぞれの個体の枝肉横断面画像
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５． 文

　　　

献

武藤美鈴， 前田さくら， 阿佐玲奈， 佐藤幸信， 緒方三華， 口田圭吾．２０１５．交雑種一産取り肥育
牛における超音波画像を用いた皮下脂肪の経時的な推移．日本畜産学会報８６：３５９‐３６５．

本研究の遂行にあたり， ご支援いただきました帯広畜産大学基金に深謝いたします。
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十勝地域の家畜乳から単離したプロバイオテイクス候補乳酸菌の

利用技術開発
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１． 目

　　　

的

　

日本の酪農家戸数は減少の一途をたどっており， 現在， ピーク時のおよそ２０分の１と危機的状

況にある。 また， 我が国が環太平洋パートナーシップ （ＴＰＰ） 協定への参加を決めたことから， 酪

農家や乳関連企業には国際的競争力の向上が求められており， 酪農業を活性化するには特色のある

乳製品開発と消費拡大が必須である。十勝地域は酪農が盛んであり， ・規模ながらバラエティーに

富んだ乳製品開発に力が注がれている。乳製品， 特にヨーグルトやチーズなど発酵乳製品の製造は

スターターとなる乳酸菌を用いなければならないが， これらは現状すべて海タメーカーから購入さ

れており， コストダウンならびに特色を出すための一つの方策として， 地域独自のスターターが求

められている。このような背景から， 筆者は十勝地域で飼育されている家畜の生乳を単離源とした

乳酸菌ライブラリーの構築を進めており， 新規プロバイオテイクス候補乳酸菌として， ラクトバチ

ルス・ラムノサスを２菌株既に単離している。 本研究は， 同単離菌株について， チーズスターター

としての利用を念頭に，安全性に係るｚｎｖｚｔｒｏ評価を主な目的とした。

２． 材料および方法

２－１． 使用菌株

　

プロバイオティクス候補乳酸菌ラクトバチルス・ラムノサスＹＭ２‐１およびＹＭ２‐３は， 研究室で

保有する乳酸菌ライブラリーのものを使用した。対照菌株として使用したラクトバチルス・ラムノ

サスＧＧＡＴＣＣ５３１０３ （ＬＧＧ）， ラ ク トバ チ ル ス・プ レ ビ ス ＡＴＣＣ８２８７はＡｍｅｒｉｃａｎＴｙｐｅＣｕｌｔｕｒｅ

Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎから購入した。

２－２． 培養条件

ＭＲＳ寒天培地 （ｏｘｏｉｄ） 上でアネロパックケンキ （三菱ガス化学） を用いて２４から４８時間３７ｏＣ

で嫌気培養し， 得られた単一コロニーをＭＲＳ液体培地に植菌し３７
ｏＣで１８時間嫌気的に前培養を行

なった。 同培地をＯＤ６００ｎｍが０．３となるよう新鮮なＭＲＳ培地に添加し，３７
０Ｃで２４時間嫌気的に

本培養を行なった。得られた菌体を用い， 以下の実験を行なった。

２－３． 抗生物質耐性試験

　

抗生物質耐性試験は，ＩＳｏｌｏ９３２月ＤＦ２２３スタンダードに従い実施した。 アンピシリン， ゲンタ

マイシン， カナマイシン， ストレプトマイシン， エリスロマイシン， クリンダマイシンおよびクロ

ー

　

７

　

－



ラムフェニコールを抗生物質として使用し， ハンドメイド・マイクロダイリューション法により最
少阻害濃度（Ｍ工Ｃ）を求めた。ＭＩＣブレークポイントは， 欧州食品安全機関の推奨値に準拠した。
対照として，ＬＧＧを用いた。
２ー４．ムチン分解活性試験

　

ムチン分解活性は， 寒天培地ならびに試験管内実験により検証した。ムチンは，Ｚｈｏｕらの方法１
）

に従いブタ胃由来ムチン（ＨＧＭＴｙｐｅｌロ， ＭｅｒｃｋＫＧａＡ） をさらに精製したものを使用した。
２－４－１． 寒天培地試験

　

０．５％精製ムチンおよびレサズリンを添加した平板寒天培地に菌体を接種し，３７
ｏＣで７２時間嫌気

培養した。 培養後，０．１％アミドブラック染色を行ない， クリアゾーンの形成によりムチン分解活
性の有無を評価した。陽性対照として， ヒト糞便由来細菌群を， 陰性対象として，加熱処理したヒ
ト糞便由来細菌群を用いた。
２－４－２． 試験管内試験

　

２－４－１で使用した培地から寒天を除去したものを液体培地として用い， これに菌体を接種し
て３７ｏＣで４８時間嫌気培養した後，Ｚｈｏｕらの方法１）に従い培地からムチンを回収した。同ムチンを，
１２％ポリアクリルアミドゲルを用いたＳＤＳ‐ＰＡＧＥに供し，ＣＢＢ染色によりムチンタンパク質の分
解を， また，ＰＡＳ染色によりムチン糖鎖の分解を観察した。
２－５． 溶血活性試験

　

５％ヒツジ血液含有寒天培地（栄研化学）に菌体を接種し，３７
ｏＣで４８時間嫌気培養した。培養後，

コロニー周辺の培地の色調変化から， α‐ヘモリシス （色調変化なし， 溶血活性なし）， β‐ヘモリ
シス （クリアゾーン形成， 溶血活性あり）， ならびに γ‐ヘモリシス （暗緑色の色調変化， 弱い赤
血球傷害活性） に分類した。 ラクトバチルス・プレビスＡＴＣＣ８２８７は， γ‐ヘモリシスを示す対照
菌株として使用した。

３． 結

　　　

果

３－１． 抗生物質耐性

　

いずれの供試菌株もエリスロマイシン （ＭＩＣ＝８ｐｇ／ｍＤ およびクリンダマイシン （Ｍに＝１６

ｍｇ／〆）に対して耐性を示し，それ以外の抗生物質に対して感受性を示した（表１）。ＬＧＧと比較し
て，ＹＭ２‐１およびＹＭ２ー３はゲンタマイシンとテトラサイクリンに対する耐性がやや高い結果となった。
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３－２． ムチン分解活性

寒天培地試験の結果， 供試菌株はいずれもクリアゾーンを形成せず， ムチン分解活性を示さなか

った（図１）。試験管内試験においても陽性対照以タではムチンタンパク質および糖鎖の分解は観

察されず （図２），ＹＭ２‐１，ＹＭ２‐３共にムチンを分解しないことが示された。

図１． 寒天培地を用いたムチン分解活性試験

　　　

図２． 試験管内ムチン分解活性試験

３－３． 溶血活性試験

供試菌株はいずれもコロニー直下の培地が暗緑色に変化

し， γ‐ヘモリシス活性を有することが示された （図３）。

４． 考

　　　

察

感染した場合に備え， 対象菌株の抗生物質耐性を明らかに

　　　　　　　　　　　　　　　

盛

しておくことは必須であるが， 近年クローズアップされてい

る問題として， ヒト腸管内において， 腸内細菌間での抗生物

　　

図３． 溶血活性試験質耐性遺伝子の水平伝播が問題となっている。ＹＭ２‐１，
ＹＭ２‐３は共にエリスロマイシン，クリンダマイシンに抵抗性を示す。両抗生物質に対する抵抗性は，
エリスロマイシン耐性遺伝子ｅｒｍＡ，ｅｒｍβ，ｅｒｍＣを有すること， また， ２３ＳｒＲＮＡ遺伝子の一塩基

置換であることが示唆されている２’３）。ＹＭ２‐１，ＹＭ２‐３においても， このような遺伝子の有無ある

いは変異が存在するか確認し， 水平伝播の機構を明らかにする必要がある。

　

ムチンはヒト腸管を覆う生体防御機構のひとつであり， 常に夕」ンオーバーを繰り返し， 病原菌

などの有害物質を巻き込んで体外へ排出する働きを有する。従って， 強力なムチン分解活性を有す

る乳酸菌はプロバイオテイクスとして好ましくないと考えられている。ＹＭ２‐１，ＹＭ２‐３は寒天培

地を用いた試験， 試験管内における分解試験いずれにおいてもムチン分解活性を示さなかったこと

から， この点においてプロバイオテイクスとして安全かつ有用な菌株とみなすことができる。

　

γ‐ヘモリシス活性は， 溶血活性を示すものではないと考えられている。 乳酸菌の多くは嫌気条



件下で過酸化水素を生成し， その作用により赤血球を傷害し， ヘモグロビンに含まれる鉄を酸化す
るため培地の色調が変化するが， 完全な溶血には至らない

４）
。 従って，ＹＭ２‐１，ＹＭ２－３の溶血活性

はヒトに健康被害をおよぼすリスクとなる可能性は極めて低いと考えられた。

　

以上の結果から， ヤギ生乳から単離したラクトバチルス・ラムノサスＹＭ２‐１およびＹＭ２‐３は，
安全性の高いプロバイオテイクスとして利用可能であることが示唆された。 今後， 各種酵素活性，
胆汁酸代謝能， プラスミノ」ゲン結合性など試験管内実験による安全性評価を進めるとともに，実

験動物を用いた生体内安全性評価により， さらに安全性を確認する必要がある。また， 宿主への接

着機構や抗生物質耐性遺伝子の水平伝播機構など，未だ明らかとなっていない分子メカニズムにつ
いてさらに詳細に検討することが必要である。
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植生回復の過程に野生ほ乳類の果たす役割の解明
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１． 目

　　　

的

　

近年，営農者の高齢化などに伴い， 離農者が増加したことによって耕作放棄地が増加しており，
全国的な社会問題になっている。その際， 経営の効率などの問題によって再度耕作を開始出来る条

件ではない場所も多い。一方で，放置された耕作地が雑草や外来性の植物の供給源になったり，周

辺への景観を損ねたりする可能性があり， 速やかに環境条件に合った適正な植生に戻す必要がある
と考えられている。 北海道でもこの問題の重要性が指摘されている。 特に， 北海道では放棄される

農地の規模が大きく， 元来， 環境条件がきびしい上に，周辺の森林等の植生からの距離が離れてい

るなどの要因によって， 本来の環境条件に適した植物の回復が， なかなか進まない問題が知られて
いる。

　

一方で，植物が新規の環境条件に定着するには，その根系にその植物種に適した相利共生菌類（カ
ビ・きのこの仲間）が定着することが必要で， これら共生菌類の存在が植生回復の重要な鍵になる
ことが近年知られている。 しかし， これらの共生菌類が， 上に示した耕作放棄地等のようなきのこ

など感染源の供給場所から離れた場所の土壌にどの程度存在しているのか， また， もし存在してい
るとして， それがどのような経路で新規に侵入しているのか， その生態学的なプロセスはよくわか

っていない。 これまでの研究から， 北海道のえりも海岸部では， 野生のシカとネズミが糞によって

運ぶ菌類が， クロマツの定着に重要な役割を果たすことが明らかにされている。 そのため， 内陸の

耕作放棄地でも植物の共生菌を運ぶのに， 野生のほ乳類が重要な役割を担っている可能性があると
考えられる。

　

そこで本研究では， 北海道の道東の耕作放棄地において， 植物が新たな土地に定着する際に重要
な働きをする根系の共生菌類の感染源は， 共生相手の植物が定着する以前からどの程度土壌中に存
在しているのか， そして， それらの感染源を野生のシカがどの程度運んでいるのかを明らかにする

ことを目的にした。

２． 方

　　　

法

北海道の十勝地方と釧路地方の耕作放棄地やその周辺でシ力の糞を採取した。採取した場所の近

くには樹木は生えておらず，クサヨシやイネ科の牧草類が生育していた。これらの耕作放棄地は元々

牧草の採草地として利用されていたところで， 放棄されてから十年以上が経過している。糞の採取
は， 周辺の森林にきのこが多く発生する９月に行った。 採取した糞は， 同時に排池されたと考えら

れるペレットをひとまとめにして保存し実験に用いた。 また， 釧路地方の耕作放棄地から， さらに

土壌を採取した。土壌の採取の際は， 地表面上の枯れた植物体を取り除き，その下の地表面から約

１１



５ｃｍ程度をスコップを用いてすくい取った。 この採取を各耕作放棄地で４から７個所で行い， こ

れらを混ぜて以下の実験に用いた。 シカの糞と土壌の採取にあわせて， 実験室内でカラマツ， シラ

カンバ，イヌコリヤナギの実生を生育させたものを作成した。各調査地の土壌中に存在する活性を

持った樹木の共生菌を検出するために，採取してきた土壌に滅菌した赤玉土を混ぜた物を作成して，
植物培養試験管もしくは小型のポットに分けて入れ，そこに作成した実生を植え付けた。これらを

インキュベータか温室内で適宜水を与えながら生育させた。 また， 採取したシカの糞中に存在する

樹木の共生菌を検出するために， 調査地で採取した土壌と赤玉土を混ぜて滅菌した物を作成し， そ

こに上記のカラマツとシラカンバの実生を植え付けた。シカの糞を滅菌蒸留水中に入れ撹拝して懸

濁した物を採取糞ごとに作成し， これらの実生の根元に注ぎ入れた後， 同様に生育させた。これら

の樹木の実生を約８０日間生育させた後に，根系を切らないように土壌中から取り出して，実体顕

微鏡下で細根部に共生菌によって形成された外生菌根を確認し，各調査地の実生ごと， 糞サンプル

ごとに外生菌根形成率と，形成された外生菌根の形態タイプを記録した。また， 形成された主な形

態タイプの菌根部分をＤＮＡ抽出のためのサンプルとして採取した。これら外生菌根サンプルから，
改変したＣＴＡＢ法を用いてＤＮＡの抽出を行い，ＰＣＲ法でｒＤＮ

‐ＡのＩＴＳ領域の増幅を行い， ダイレ

クトシ←ケンス法によって工ＴＳ領域の塩基配列を特定し， デ」タベースのＢＬＡＳＴ検索によって外

生菌根を形成した外生菌根菌の種の同定を行なった。

３． 結

　　　

果

耕作放棄地から採取した土壌に植え付けた実生からは， 全く樹木の生えていない場所から採取し

た土壌を含めて何かしらの外生菌根菌が， カラマツ， シラカンバ， イヌコリヤナギの実生の根に外

生菌根を形成しているのが確認され，土壌中に活性を持った外生菌根菌が存在することが示された。
また，各調査地で複数の形態タイプの外生菌根が検出され，ＤＮＡ解析の結果，チャワンタケの仲間，
ヌメリイグチの仲間などの多様な外生菌根菌であることが示された。シカの糞を土壌に入れた実生

からは， 供試した糞の約１５％から外生菌根菌の検出がなされた。それらの外生菌根菌は，子嚢菌

類に属する菌， ニセショウロの仲間の菌であることが示された。

図１． 実生に形成された外生菌根の例
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４． 考

　　　

察

　

今回研究の対象にした外生菌根菌は， その多くがきのこを作り， そこで胞子を作ってそれを新た

な生育地に広げることによって， 次世代の生育地を確保し拡大していると考えられる。 その一方で

これらの菌は， マツタケがアカマツを主に宿主とするように， 宿主植物との間に一定の特異性があ

り， 宿主となりうる植物と出会うまでは，土壌中で休眠するなどして待っている必要があると考え

られる。 しかし， これら外生菌根菌の土壌中での休眠可能な期間は， ほとんど解っていない。 今回

の結果から， 数十年にわたって全く樹木の存在しなかった場所からも， 複数の外生菌根菌が検出さ

れたことは， これらの外生菌根菌が土壌中である程度の期間， 活性を保持したまま土壌中に存在し

続けられることを示していると考えられる。 また一方で， 今回シカの糞から活性のある外生菌根菌

が検出された。 すなわち， これらの外生菌根菌のきのこをシカが食べて， 離れた場所で糞をするこ

とによって菌を運んでいる可能性を示している。 今回の結果では， 糞から検出された菌の種と， 土

壌中から検出された種は一致しなかったが， 土壌から検出されたヌメリイグチの仲間の菌は， 過去

にシカの糞から検出されており，今後調査を続けることによって糞から検出される可能性が高いと

考えられる。一般にシ力の存在は， 近年急激に個体数を増やしたため， 耕作地では作物を食害する

とされ， また森林では冬場に樹皮をはいで樹木を枯らし林床を荒らすとされ， 好意的に見られてい

ないことが多い。 しかし， これまで顧みられなかった植生回復のプロセスにシカが関わっていると

すると， 今後その対応を考える必要があるかもしれない。 さらに研究を進めることによって， 北海

道の耕作放棄地等の適正な植生回復を進めるための方策を導く一助となると考えられた。

５． 謝

　　　

辞

本研究にご助成いただいた帯広畜産大学基金に心より感謝申し上げます。

＜キーワード＞：耕作放棄地， シカ， きのこ， 外生菌根菌
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酵素添加全粒粉パンの腸内環境改善効果についての評価

川

　

上

　

秋 桜

食品科学研究部門

　

助教

１． 目

　　　

的

十勝は主要な ・麦産地であり， 品質も向上し安定してきている。 小麦の表皮，暦芽， 暦乳すべて

を粉にした全粒粉は， 豊富な食物繊維， レジスタントスターチ （ＲＳ）， ビタミン， ミネラルなどに

より機能性に優れ， 大腸がん予防効果， 糖代謝や脂質代謝の改善効果などが期待される。 しかし，
全粒粉を添加した生地は製パン性が低下してしまうため，製パン性の向上を目的として酵素を使用

することが多い。 しかし酵素は食物繊維やデンプンの分解作用を持つため， 全粒粉パンに含まれる

難消化性成分が分解され， 腸内発酵特性が低下してしまうことが考えられる。そこで本研究ではジ

ャーファーメンターを用いた銅ｖｚとｒｏ試験により， 全粒粉を添加したパンの発酵特性を調べ， 腸内

環境に与える影響の検討とともに， 酵素の添加が全粒粉パンの機能性に与える影響についての検討

を行った。

２． 方

　　　

法

　

ジャーファーメンタ←に窒素源としてニュートリエントブロスを， 炭素源として酵素処理を行っ

たパン粉末（対照， 全粒粉， 全粒粉十酵素）および対照としてセルロース， ハイアミロースコーン

スターチ（ＨＡＳ）を，さらに腸内細菌として豚の糞便をそれぞれ添加し培養を行った。培養開始か

ら０，１２，２４，４８ｈに培養液をサンプリングし， 腸内細菌数， 短鎖脂肪酸濃度， 腸内腐敗物質 （ア

ンモニア， インドール， スカト」ル） 濃度を測定した。 また酵素処理を行ったパン粉末は， 一般成

分として水分，脂質，タンパク質，炭水化物（食物繊維，ＲＳ）についてそれぞれ分析を行った（Ｔａｂｌｅｌ）。

　

データ間の有意差検定は， エクセル統計２０１２によるＴｕｋｅｙ多重範囲検定にて行い，ｐ＜０．０５を

有意とした。

３． 結

　　　

果

　

全粒粉パン粉末添加区で培養槽内のｐＨは培養１２ｈ以降， 低い値を示した （Ｆｉｇ．１）。 また， 培養

１２ｈ以降，大腸菌の増加の抑制および一般嫌気性菌の増加が見られた。酢酸およびプロピオン酸濃

度は，対照バンと比較して，全粒粉パン粉末添加で有意に増加した（Ｆｉｇ．２）。腸内腐敗物質について，

アンモニア濃度はパン添加でＨＡＳに比べ有意に高く （Ｆｉｇ．３）， インドール・スカトール濃度は培

養２４ｈ以降， 対照バンと比較して全粒粉を添加したパンは減少傾向を示した （Ｆｉｇ．４）。

－１４－



Ｔａｂｌｅｌ

　

パン酵素分解残造物の成分 （ｇ月００ｇ）

水分
炭水化物

脂質
タ ンノミク

質
食物繊
維

ＲＳ

対照パン ３５．６６ １７．１２ ８．７２ １．２０ ３７．２９

全粒粉パン １６．６７ ４７．０６ ８．７３ ０．９３ ２６．６１

全粒粉十酵素パン ２０．４６ ４１．７８ ７．８８ ０．８７ ２９．０１

ｐＨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

綱肘醐 全粒粉パン
０

　　　　　　　

１２

　　　　　　　

２４

　　　　　　　

３６

　　　　　　　

４８

５．２

時間（ｈ）

Ｆｉｇ．１． ジャーファーメンター培養液中のｐＨの変化

データ間の有意差検定をＴｕｋｅｙ多重範囲検定にて行い，ｐ＜０．０５を有意とした。

プロビオン酸酢 酸

　　　　　　

２５

ハ
Ｖ

　　　　

ｎ
ｖ

　　　　

”^ｖ

　　　　

ｎ
ｖ

　
　

　　　

　　

　　　　

　
　

　　　　

　　

　

　

　　
　　
　　
　

２５０

ａ

　　　　

き１

　　　　　

２０

　

ａｂ

　　　　　　　　　

、

　

ｂ

　　

ロ１５

　　

刊二

　　

。 魯

　　　　　　　　

ｒ、・

　　　　　　　　

．

　　　

こ

　　　　　

Ｃ；ユ

　　　　　　　　　　

ヨ１０

ａ

　　　　　　

ｌ

　　　　　　

ｌ

　　

ｄ

　　

費

Ｃｅｃｃａｂ

　　

ｃｂｂｂｂａｂ

　

ｅ
０

０

　　　　

１２
時間（ゆ
２４

　　　　

４８

　　　　　　　　　

０

　　　　

１２

　　　　

２４

　　　　

４８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時間（鱒

糠無添加

　

鰯セルロース

　

鑓搬露Ｓ

　

囲対照パン

　

醸全粒粉パン

　

擬食糧綴堺ず繋パン

　　　

Ｆｉｇ．２． ジャーファーメンター培養液中の酢酸濃度， プロピオン酸濃度の変化

　　

データ間の有意差検定をＴｕｋｅｙ多重範囲検定にて行い，ｐ＜０．０５を有意とした。
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アンモニフフ態窒素

「≧級ｉｏｏ．０

　　　　

０

　　　　　　　　　　　

１２

　　　　　　　　　　　

２４

　　　　　　　　　　　

４８

　　　　　　　　　　　　　

時間ＱＩ）

１無添加

　

鰯セルロース

　

回ＨＡＳ

　

図対照パン

　

感全粒粉パン

　

四全粒粉÷酵素パン

　

Ｆｉｇ．３． ジャーファーメンター培養液中のアンモニア態窒素濃度の変化

データ間の有意差検定をＴｕｋｅｙ多重範囲検定にて行い，ｐ＜０．０５を有意とした。

イン ドール十スカ ト言ソレ

ａａ基 ａｂ

　　　　

ａ

　

ａｂ

ｂｉＴ

　

繕． ｄｄきき，主宰ミニ

　

ｄｄ

ｏ

　　　　　　

１２
時間（ｈ）

２４

　　　　　　

４

　　　　　　

８

１無添加囲セルロース図Ｈ≠鮎囲対照パン躍全粒粉パン隠全粒粉十酵素バン

Ｆｉｇ．４． ジャ．ファーメンター培養液中のインドール・スカトール濃度の変化

データ間の有意差検定をＴｕｋｅｙ多重範囲検定にて行い，ｐ＜０．０５を有意とした。

４． 考

　　　

察

今回酵素分解残漬物中のタンパク質含量が高いパン添加では腐敗物質の濃度が増加した。 しかし

インドールおよびスカトール濃度は培養２４ｈ以降， 対照バンと比較し全粒粉パン添加区で低い値を

示した。また全粒粉パン添加区でｐＨの低下，有害菌である大腸菌の増加抑制，一般嫌気性菌の増加，
短鎖脂肪酸の生成量増加， スカトール濃度の減少が確認することができた。
本実験で使用した全粒粉十酵素パンは全粒粉パンの製パン性を高めるために， ヘミセルラーゼと

α‐アミラ←ゼの２種類の酵素を添加したものである。 ヘミセルラーゼはヘミセルロースを加水分

解する酵素であり， α‐アミラーゼはデンプンを分解する酵素である。 これらの酵素の添加により，
難消化性成分である食物繊維やＲＳが分解され腸内発酵特性の低下が示唆されていた。 しかし， 全

粒粉パンおよび全粒粉十酵素パン添加区について， 腸内細菌叢， 短鎖脂肪酸濃度， 腸内腐敗物質濃

度の各分析において同程度の結果を示した。このことから， 酵素の添加による全粒粉パンの腸内発

酵特性への影響はなく， 酵素の添加は全粒粉パンの機能性を維持したまま， 製パン性を向上させる
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ことが可能であることが示唆された。

最後に， 本研究の遂行に際しまして， 多大なるご協力をいただきました， 帯広畜産大学基金に心

より感謝申し上げます。

＜キーワード〉：全粒粉， 酵素， 腸内細菌叢， 短鎖脂肪酸
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生食用および加工用バレイショ栽培における過リン酸石灰

施用が塊茎の収量と品質に及ぼす影響

谷

　

昌幸
グローバルアグロメディシン研究センター

　

教授

１． 目

　　　

的

　

バ レイショ （ＳｏぬれｕｍｔｕｂｅｒｏｓｕｍＬ．） は， カリウムなどのミネラルを豊富に含み， エネルギー変

換効率が高く，気候変動による影響を受けにくいため， 飢僅の際の優れた救荒作物として， その存

在を確立してきた。 現在では， 途上国を中心にその生産量や作付面積が増加している。 しかし，
１９８０年代後半から， 日本のバレイショ収量は停滞あるいは減少傾向にある。生産量および作付面
積も減少傾向にあり， 日本のバレイショ栽培の衰退が懸念されている。

　

バレイショ栽培の生産性向上に向けた課題の一つに， 生育段階における病虫害や生理障害の問題

が挙げられる。とくに高品質が求められる加工用バレイショ栽培では， 打撲黒変および内部障害な
どの生理障害が大きな問題とされている。 米国ウィスコンシン大学における研究では， 生食用およ

び加工用バレイショ栽培において，硝酸カルシウムなどの易溶性カルシウム塩を含む肥料を施用す

ることにより， 塊茎の品質が向上することが報告されている （Ｐａｌｔａ２０１０）。 しかし， 日本のバレ

イショ栽培では， そうか病の発生を抑制するために， 石灰質資材の投入を回避してきた。 一方， 全

国の農耕地土壌では，窒素，リン酸，カリの過剰施肥が問題とされており， とくに北海道における

畑作物生産では，リン酸肥料の過剰施用と土壌有効態リン酸の蓄積が問題となっている（谷
２０１４）。

　

古くからリン酸肥料として用いられてきた過リン酸石灰は， 易溶性のリン酸二水素カルシウムと

可溶性の硫酸カルシウムを主成分としており，カルシウムの施用効果とリン酸肥料の削減効果を両
立できる可能性がある。 そこで本研究では， 生食用および加工用バレイショを対象に， 過リン酸石

灰を用いた圃場栽培試験を行い，バレイショの生育と塊茎の収量および品質に及ぼす影響を明らか
にすることを目的とした。

２． 方

　　　

法

　

バレイショの圃場栽培試験は， 帯広農業高等学校内の実習圃場にて行った。早晩性の異なる加工
用４品種 （アンド」バー， トヨシロ， きたひめ， スノーデン） を供試した。 北海道施肥標準 （十勝

地域， 火山性土， 加工用バレイショではＮ：６，Ｐ２０５：２０，Ｋ２０：１ｌｋｇ／ｌｏａ） に準じ，ＪＡ帯広か

わにしＢＢ配合肥料馬鈴薯３号 （５．５‐２０．５‐１０．５）１１ｏｋｇ／１ｏａを施用した標準施肥区， 同量の化学

肥料施用および播種後に

　

硫酸カルシウムを主成分とする石こう肥料（畑のカルシウム）
５０ｋｇ／１ｏａを全層施肥した標準硫カル区，ＢＢ配合肥料草１号 （１２‐８‐１６）５０ｋｇ／ｌｏａを施用し， 不

足するリン酸について過リン酸石灰を用いて標準量（２０ｋｇ／１ｏａ）となるように配合した過石標準区，
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リン酸施用量を施肥標準の５０％（１ｏｋｇ／１ｏａ）に減肥した過石減肥区を設定した。栽培期間中に地

上茎の生育， 栽培終了後に地下茎（塊茎）の個重， 個数， 比重などを調査し，カルシウム施用とリ

ン酸減肥が塊茎の収量や品質に及ぼす影響を総合的に評価した。試験は３反復で行った。

　

なお， 圃場作業および生育調査などについては， 帯広農業高等学校農業科学科のプロジェクト研

究と連携して行い， 同校の圃場を使用するだけではなく， 同校農業科学科の教諭， ２年生および３

年生の生徒とともに実施した

３． 結

　　　

果

　

全ての品種について， 各試験区間で塊茎１個重， 株あたりの塊茎数， デンプン収量および塊茎収

量に有意な差は認められなかったが，施肥管理による収量構成要素ならびに収量への影響が見られ

た。標準施肥に硫酸カルシウム全層施用を組み合わせた標準硫カル区では，アンド‐バーを除く３

つの品種において， 標準施肥区と比べて塊茎１個重が増加し， 株あたりの塊茎数が減少する傾向に

あり， とくにきたひめで顕著であった。 この結果は， カルシウムが植物ホルモンであるジベレリン

と類似した働きにより， バレイショの塊茎肥大を促進し， それに伴って塊茎数の減少をさせるとい

う報告と一致した （Ｐａｌｔａ２０１０）。 一方， 過リン酸石灰 （過石） を施用した試験区では， 塊茎１個

重や塊茎数の大きな変化が認められず，スノーデンにおいて標準施肥区と比べて塊茎個数が増加す

る傾向が見られたのみであった。

　

塊茎収量（個重２０ｇ以上の上イモ収量）， 塊茎の比重から算出したデンプン価と塊茎収量を掛け

合わせたデンプン収量については， 品種により施肥管理の影響が異なった。中早生品種であるアン

ド←バ←では， 硫酸カルシウムや過石の施用が塊茎収量にはほとんど影響を及ぼさなかったが， 比

重を増加させ， デンプン収量を著しく増加させた。とくに，標準硫カル区および過石標準区では比

重が増加し， デンプン収量は１．２～１．４倍に増加した。 中早生～中生品種であるトヨシロでは， 硫酸

カルシウムや過石の施用が塊茎収量をやや減少させる試験区もあったが， 過石減肥区ではデンプン

収量がやや増加した。中生品種であるきたひめでは， 硫酸カルシウムや過石による増収効果は全く

認められなかった。 中晩生品種であるスノーデンでは， 硫酸カルシウムや過石による塊茎収量およ

びデンプン収量の増収効果が顕著であり， とくに過石を施用してリン酸施肥量を５０％に減肥した

過石減肥区では塊茎収量とデンプン収量が標準施肥区の１．２倍に増加した。

４． 考

　　　

察

　

過リン酸石灰（過石）は， 水に易溶性のリン酸二水素カルシウムと可溶性の硫酸カルシウムを含

むリン酸肥料であり，リン酸イオンとともにカルシウムイオンを供給する効果が期待できる。本研

究では標準施肥量の一部を過石で置き換えることにより， バレイショ栽培期間中にカルシウムを連

続的に供給できる可能性について検討した。 その結果， アンド‐バーとスノーデンでは， 過石標準

区ならびに過石減肥区でデンプン収量と塊茎収量の増加が認められた。これら２品種は， いずれも

米国から導入された品種であり， 長いストロンを持つ特徴を有する。 塊茎のカルシウムは， ストロ

ン上に生える根 （ストロン根） から吸収されることが報告されており （Ｂｕｓｓｅａｎｄｐａｌｔａ２００６），

部位の異なる根からのカルシウム吸収機構の違いが影響を及ぼした可能性がある。
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過石を用いてリン酸施肥量を標準施肥量（２０ｋｇ／１ｏａ）の５０％に滅肥した過石減肥区は， きたひ

めを除く３つの品種で標準施肥区と比べてデンプン収量が増加する傾向にあった。きたひめは，他

の品種と比べて多くのリン酸を吸収することが明らかとなっており （佐野２０１６）， リン酸減肥に

より生育ならびに塊茎肥大に何らかの影響を及ぼしたと考えられた。 アンド‐バーとスノーデンで

はリン酸を減肥したにもかかわらず比重とデンプン収量の増加が認められ，土壌中のリン酸過剰が

問題となっている北海道のバレイショ生産地において， 積極的なリン酸減肥の導入が可能である。
以上のように， バレイショ栽培における硫酸カルシウムの全層施用， リン酸肥料の一部を過リン

酸石灰で置き換える施肥方法は，バレイショ塊茎の生育と収量に大きな影響を及ぼすことが明らか

となった。 その影響は品種によって大きく異なり， アンド‐バーとスノーデンでは顕著な増収効果

が認められた。今後は， 加工用品種以外の生食用や種子用などについても， カルシウム効果や過リ

ン酸石灰の利用可能性を検討する必要がある。さらに， カルシウム施用による増収効果のメカニズ

ムや熱ストレスへの影響などについても調べることが重要である。

表１

　

アンド‐バーの収量構成要素， デンプン収量および塊茎収量

塊茎１個重

　　　　　

塊茎数 デンプン収量

　　　　

塊茎収量

　　　　　　　　　　

（ｇ／個）

　　　　

（個／株）

　　　　

（ｋｇ／１ｏａ）

　　　　

（ｔ／１ｏａ）

標準施肥区

　　　　　

１００ ± ６．７

　　　　

５．０ ± １．５

　　　　

２５６ ± １４７

　　　　

２．２ ± ０．６

標準硫カル区

　　　

９７．０ ± ３．２

　　　　

５．０ ± １．５

　　　　

３０７ ± １２３

　　　　

２．３ ± ０．７

過石標準区

　　　　　

１００ ± １０

　　　　　

５．３ ± ３．２

　　　　

３５０ ± ２６８

　　　　

２．４ ± １．６

過石減肥 区

　　　　

９７．１ ± ２．７

　　　　

５．３ ± １．２

　　　　

２９４ ± ７３

　　　　　

２．３ ± ０．４

表２

　

トヨシロの収量構成要素， デンプン収量および塊茎収量

塊茎１個重

　　　　　

塊茎数 デンプン収量

　　　　

塊茎収量

　　　　　　　　　　

（ｇ／個）

　　　　

（個／株）

　　　　

（ｋｇ／１ｏａ）

　　　　

（ｔ／１ｏａ）

標準施肥区

　　　　

９７．４ ± ６．５

　　　　

８．３ ± ０．６

　　　　

６４９ ± ２５

　　　　　

３．８ ± ０．２

標準硫カル区

　　　　

１０２ ± ６．６

　　　　

７．３ ± １．２

　　　　

５６８ ± ２６

　　　　　

３．３ ± ０．４

過石標準区

　　　　

９２．７ ± ６．８

　　　　

８．３ ± １．５

　　　　

６２２ ± １０６

　　　　

３．５ ± ０．５

過石減肥区

　　　　

８８．７ ± １．４

　　　　

９．７ ± ０．６

　　　　

６６５ ± ７０

　　　　　

３．８ ± ０．２

表３

　

きたひめの収量構成要素， デンプン収量および塊茎収量

塊茎１個重

　　　　　

塊茎数 デンプン収量

　　　　

塊茎収量

　　　　　　　　　　

（ｇ／個）

　　　　

（個／株）

　　　　

（ｋｇ／１ｏａ）

　　　　

（ｔ／１ｏａ）

標準施肥 区

　　　　　

９７．０ 士 ５．４

　　　　

１０．７ ± １．２

　　　　

６７０ ± ７３

　　　　　

４．４ ± ０．３

標準硫カル区

　　　　

１２１ ± １４

　　　　　

７．３ ± １．２

　　　　

５５１ ± １１３

　　　　

３．８ ± ０．８

過石標準区

　　　　　

１０１ ± １１

　　　　　

７．７ ± ２．３

　　　　

４７６ ± １０６

　　　　

３．３ ± ０．８

過石減肥区

　　　　

９８．２ ± ７．４

　　　　

９．３ ± ０．６

　　　　

５９９ ± ４０

　　　　　

４．０ ± ０．５
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表４

　

スノーデンの収量構成要素， デンプン収量および塊茎収量

塊茎１個重

　　　　　

塊茎数 デンプン収量

　　　　

塊茎収量

（ｇ／個）

　　　　

（個／株）

　　　　

（ｋｇ／１ｏａ）

　　　　

（ｔ／１ｏａ）

標準施肥区

　　　　　

９３．８ 士 ２．４

　　　　

９．０ ± ２．６

　　　　

５０８ ± １７３

　　　　

３．７ ± １．１

標準硫カル区

　　　　

１０６ ± ８．３

　　　　

８．３ ± ０．６

　　　　

５４９ ± ９７

　　　　　

３．９ ± ０．４

過石標準区

　　　　

９０．０ ± ５．１

　　　

１０．０ ± １．０

　　　　

５５５ ± ４５

　　　　　

３．９ ± ０．４

過石減肥区

　　　　

９２．４ ± ０．４

　　　

１１．３ ± ０．６

　　　　

６１８ ± ４３

　　　　　

４．６ ± ０．２
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２年生および３年生の生徒の皆様に感謝いたします。 また， 技術協力いただいたカルビーポテト株

式会社馬鈴薯研究所の住ノ江課長， 圃場設計のアドバイスをいただいたウイスコンシン大学園芸学

科のパルタ教授に感謝いたします。

　

また， 本研究の遂行にあたり， ご支援いただきました帯広畜産大学基金に深謝いたします。
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総合型地域スポーツクラブ 「ちくだいＫＩＰ」 の

育成的運営に関する実践研究

　

村

　

田 浩一郎

人間科学研究部門

　

准教授

１． 目

　　　

的

地方創生が国の主要な政策の一つに数えられて１年以上が経過し， その総合戦略の本格化に伴っ

て 「地域スポーツ」 は， 単なる余暇の過ごし方や健康のための方策という枠組みを超え， コミュニ

ティの中心事業という大役を担うに至っている。 スポーツが各々の地域にフィットした形で提供さ

れ， それが多くの人に必要とされれば， コミュニティの中心として成立するだけでなく， 新規雇用

の創出や， 生きがい・居場所づくりなどにも大いに貢献できる。 しかしながら， 例えば， 科学技術

や農産物といった， 地方創生を担う他の事業 （物） とは異なり， スポーツは唯一性に欠けている。

裏を返せば， どこでもできるスポーツが， 特色をもって地方創生の一事業として取り組まれるため

には， スポーツを中心に創り上げるコミュニティの 「理念」 や 「背景」，「イベントの独自性」 など

が求められる。

　

もとい， 平成２６年８月に， 総合型地域スポーツクラブとして共同創設した 「ちくだいＫ工Ｐ」 は，

平成２７年４月より， 週１回からの定期的な体操教室を皮切りに活動を本格化させた。本研究の目

的は，ちくだいＫＩＰを「育成的に」運営するための方法について，実践を通して調査することである。

２． 方

　　　

法

　

総合型地域スポーツクラブ「ちくだいＫＩＰ」において， 筆者がアドバイザーとして， 経営の指南，

スポーツ指導ノウハウの提供， および新規事業の企画立案と実行に関与する。その過程を記録し，
新たなニーズ等についてはインタビューやアンケート等を用いて調査する。

２－１． 年度計画

２０１５年０３月……体操体験教室の開催（最終週に１週間限定で行った）

２０１５年０４月……体操教室事業開始

２０１５年１０月……常勤スタッフの増員 （常勤スタッフ２名）

２０１６年０１月……インタ」ンシップの受入 （高校生２名）

２０１６年０２月……１周年記念イベント 「Ｋ弾チャレンジ２０１６」 の開催

－２２－



３． 結果

３－１． 体操教室事業会員数の変化
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図２． 総会員数の変化からみる目標充足数達成予測
勝にご協力いただいた。

　

１日目は 「スポーツコーチングカンファレンス」 と題し， 帯広畜産大学大講義室にてトークセッ

ション形式のカンファレンスを行った。 ゲストスピ←カーとしてトップアスリートである植松鉱治

氏（コナミスポーツクラブ体操競技部），スポーツ科学者である勝亦陽一氏（東京農業大学応用生

物科学部）， スポーツ医である家里典幸氏（帯広協会病院）を招増した。入場は無料とし，小学生

から一般まで幅広い層から，６５名が参加した。

　

２日目は「Ｋ岸チャレンジ２０１６」と題し，体操教室に通う会員を対象に， 演技発表会を実施し

た （図３）。 総会員数１５０に対し，１２２名が参加の意思を示し （８１．３％），１１名が体調不良等により

欠席した。演技発表会ののち，植松氏および十勝ジュニア体操クラブの選手に， ゆかと鉄棒の模範
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演技を実施いただいた。

４． 考

　　　

察

　

２０１５年４月から体操教室事業を本格的に開始し，その時点で９４名の会員を集めることができた。
資金ゼロからの挑戦であったため， 教室周知のための広告費を計上することは困難であった。 しか

しながら， 取り組みの話題性や独自性の高さゆえに， 十勝毎日新聞や北海道新聞，ＦＭＪａｇａの取材
による協力を， 広告の代用とすることができた。告知活動をほとんど行わずに， 会員を集めること
ができた最も大きな理由は， 帯広畜産大学の協力を得て，「ちくだい」を団体の名称に入れること
ができたことであろう。 海のものとも山のものともわからない団体ではなく， 地域に根差した本学

の協力が， 参加する住民に安心感を与えているのは言うまでもない。 さらに， ここ数年で帯広畜産

大学基金のご支援で実施してきた， 十勝ジュニア体操クラブへの技術提供により選手強化が行われ
たこと（２０１５年度北海道選手権高校男子の部優勝など）， それらが地域住民に知られていたこと，
また筆者や体操部が行う体操関連イベントによって，本学と体操がリンクしてきていることなどが，
理由として挙げられる。 いずれにせよ， 体操教室が地域のニーズに合致していた証拠であるのと同

時に， この数年で筆者らの活動自体がニーズを創出してこられたと考えてもよいと感じている。

　

会員の充足率は， ジュニアが最も高く， キンダーが最も低い。 それでもなお， キンダーは成長率

が高く， 開始時と比較して会員数は２倍になった。 このことから， キンダーについては， 二」ズは

あるものの設定時間が早いために （１３：００～， １４：００～， １５：００～で１５：００～のゴマは満員），
終園後でも設定時間に間に合わないという可能性が考えられる。 しかしながら， キンダーを１５：００

以降の時間帯で追加設定することは物理的に困難であり，キンダーの充足率を上げるためには，近
隣の幼稚園にアピールしていくことが重要であると考えている。 また， ファミリージムは， 開始時

と比較して， 会員数が２．５倍になった。 ファミリージムは親子での参加が条件であるため， 時間の

ない大人を拘束してしまうことから，会員獲得は困難と予想していた。しかし， 帯広市の子育て支
援センターに通う会員つてに， 口コミで広がったようである。 このクラスは 「教室的」 ではなく，
コーチが先導し， 親子でいろいろな遊び方を学ぶというコンセプトで開設している。 そのため， コ

ーチと親とのコミュニケーションが取りやすく， 他のクラスと比較しても， アットホームな雰囲気

で行われている。 事実， これまでに２回の昼食会が自然発生的に開催された。 ファミリージムの会

員は， そのほとんどが２０１６年４月から就園し， ファミリージムからキンダーヘ移行することから，
会員数は激減する。しかしながら，次年度は敢えてファミリージムを２コマに増設する計画である。
口コミという最も信頼性の高いマ」ケテイング方法で拡散したファミリージムの需要の高さには，
コミュニティとしての 「可能性」 がある。 つまり， 資金獲得としての成長箇所ではなく， 新たなコ

ミュニティの創造箇所という観点で， 非常に期待している。 例えば， 高齢者と一緒に運動する機会

を設定するなど， 幅広い応用が可能である。
会員の充足については，２０１６年１１月で充足させるという目標が立てられた。 会員数は８月と３

月に顕著に減少する傾向がある。８月と３月はそれぞれ， 夏休みと年度変わりのタイミングで， 教
室通いを見直すものと考えられる。８月での総会員数減少を受けて， 年度終了前に発表会イベント
である 「ＫＩＰチャレンジ２０１６」 を開催した。 これにより， 会員の自発的な目標設定や， 参加意欲

を促すことができたと考えている。 特に， ゲストである元体操競技選手の植松鉱治氏は， その場で
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鉄棒の「チャレンジ」（イベント名に倣って）を披露してくださり， 会員や保護者に感動を与えて

いた。スポーツ科学者である勝亦陽一氏は， スポーツに前向きに取り組むための科学的な考え方に

ついてなど， 地域スポーツへ多くの提言をいただいた。スポーツ医である家里典幸氏は， 医療現場

からみた十勝にあった選手育成についてなど，様々な助言をいただいた。この「Ｋ弾チャレンジ」は，

会員にとって発表会への挑戦であると同時に， 運営側の挑戦でもあった。体操競技界でのスター選

手であった植松氏招晴に始まり，３００人規模でのイベント運営は非常に骨の折れる作業を擁した。

そして， 多くのご協力いただいた方々に迷惑もかけてしまった。 しかしながら， 会員およ
び保護者

からの反応は予想以上で， 次回の運営協力を申し出てくださる方もいた。このことは， 団体が精神

的に成熟してきたことの表れであると感じており， この上ない喜びであった。 さらに， イベントが

進行し， 会員の笑顔や緊張した真剣な表情，驚きや感動の姿を目の当たりにしていく中で，スタッ

フ一同が， ふつふつと湧き上がる心からの感謝の気持ちに気づくことができた。 本イ
ベントで， 逆

に運営サイドの原動力をも沸き起こしたのは， スポ←ツのもつ魅力と， それを享受する人間の魅力

に他ならない。

　

２０１５年度は初年度ということもあり， 教室自体の運営に全精力を注がざるを得なかったため，
本学との協力体制に目を向けることや，その他の事業展開および周辺地域との連携にまで手を広げ

ることができなかった。 まだまだ課題は多いが， 一つ一つの解決の先に， 多くの可能性を秘めてい

ると信じ， 今後も選進していく所存である。

　

最後に， 本研究の遂行に際しまして， 多大なるご協力を頂きました， 帯広畜産大学基金に心より

感謝申し上げます。

図３． ＫＩＰチャレンジ２０１６の様子

＜キーワード＞：体操競技，体操教室，総合型地域スポーツクラブ

‐ ２５－



十勝地域の環境◎臨床分離ＡＳＰｅｒ８Ｚ鶏卵 ルｍ瞥ａｒｕｓの

抗真菌薬感受性の評価

豊 留

　

孝

　

仁
動物・食品検査診断センター

　

講師

１． 目

　　　

的

　

Ａｓ影響Ｚｚｕｓんｍぢαｔｕｓは環境中に普遍的に存在するが， 免疫低下したヒトや動物に感染可能な医

学的にも獣医学的にも重要な病原真菌である。本菌の治療には抗真菌薬が用いられるが， その中で
もアゾール系抗真菌薬は治療の中心的役割を果たしている。近年になり， 世界的にアゾール系抗真
菌薬へのＡ．ルｍ省α似ｓの耐」１生化が問題となってきている。 この耐性化には大きく分けて二つの機構

が考えられている。 一つは長期の治療中に擢患患者内でＡ．ルｍ省のはｓが薬剤による選択を受けて耐

性化が生じる機構である。もう一つは環境中での薬剤選択による耐性化の機構である。２０００年以
降にヨーロッパ諸国の環境中からアゾ」ル系抗真菌薬の標的遺伝子切ｐ５ヱＡのアミノ酸置換および

プロモーター領域に特徴的な繰り返し配列を持つ新たな型の耐性Ａ，ルｍ省αｕｓが出現してきてい

る。 現在ではインドなどといったアジア地域の環境中にも出現してきている。 耐性Ａ．ルｍｚｇｑｔｕｓが

環境中に出現してきた機構については不明な部分もあるが， 世界で広く用いられているアゾール系
農薬の選択により出現したとの仮説が唱えられている。 このような耐性Ａ，ルｍ名傭ｕｓの出現は治療

上の大きな問題となる。 しかしながら， 国内では耐性Ａ，ルｍｇαｔｕ副こ関して十分な調査・評価が行

われていないのが現状である。そこで本研究においては耐性Ａ．ルｍｚｇｑｔｕｓの現状把握を目的として，
帯広市を中心とした十勝管内の臨床および環境からＡ．ルｍｚｇｑｔｕｓを分離し， アゾール系抗真菌薬を

含む抗真菌薬感受性の評価を行った。

２． 方

　　　

法

２－１．Ａｓｐｅ噂沼ｕｓ留用勺βｒｕｓの土壌サンプルからの分離

　

十勝管内のコムギやテンサイを栽培している耕地や花壇の土壌サンプルを分離源として用いた。
土壌サンプル上に滅菌済みのトウモロコシ粒を５－１０粒載せ， 数日間培養を行った。 培養後に目視

および顕微鏡下にて観察を行い，Ａ．ルｍｚｇｑｔｕｓと判断したトウモロコシ粒から菌株の分離を行った。
合計９１株のＡ．ルｍ壌αｔｕｓを分離した。

２－２． 臨床分離された４．角ｍ勺ａｒｕｓの収集

十勝管内の病院にて臨床検体より分離された２１株のＡ．ルｍｚｇのりｓを収集し， 本研究に用いた。

２－３． 薬剤感受性試験

アゾール系抗真菌薬を含む薬剤に対するＡ．ルｍ省αｔｕｓの感受性試験はＣＬＳＩＭ３８‐Ａ２に記載の方法
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を基に次の通り行った。 ＭＯＰＳによりｐＨを７に調整したＲＰＭ工１６４０培地にＡ．ルｍ省αｔｕｓの胞子濃

度が１×１０４胞子／ｍＬとなるように調製した。 この胞子懸濁液を酵母様真菌ＤＰ
‘栄研’（栄研化学）

にｌｏｏｐＬずつ添加し，４８時間３５
ｏＣで培養を行った。 培養後に真菌の生育を目視で確認し， 最 ・

発育阻止濃度 （ＭＩＣ） もしくはミカファンギンについては最 ・有効濃度（ＭＥＣ）を決定した。

２－４．Ａ．加川夢耽り からのＤＮＡおよびＲＮＡの抽出

Ａ．ルｍｚｇｑ似ｓ菌体からのＤＮＡの抽出はＢｏｋおよびＫｅｌｌｅｒの方法に従って行った。 また，ＲＮＡの

抽出はＤｉｒｅｃｔ‐ＺＯＩＲＮＡＭｉｎｉｐｒｅｐｋｉｔｗｉｔｈＴＲＬＲｅａｇｅｎｔ（ザイモリサ」チ） を用いて行った。

２－５．Ｐ（Ｒおよび塩基配列の決定

　

ＰＣＲはＥｍｅｒａｌｄＡｍｐＭＡＸＰＣＲＭａｓｔｅｒＭｉｘ（タカラバイオ） を用いて行った。 塩基配列の決定は

ＢｉｇＤｙｅＴｅｒｍｉｎａｔｏｒｖ３．１をＣｙｃｌｅＳｅｑｕｅｎｃｉｎｇｋｉｔ（サーモフィッシャーサイエンティフィック） およ

び３５００ジェネティックアナライザ （サーモフィッシャーサイエンティフィック） を用いて行った。

３． 結

　　　

果

３－１． 土壌サンプルより分離した４．んｍりａｒｕｓ株の薬剤感受性

土壌サンプルから分離した９１株についてアゾール系抗真菌薬を含む書く抗真菌薬の感受性測定

を行った。その結果， アゾール系抗真菌薬については耐性と判断される株は含まれていなかった。

３－２． 臨床分離４．ルｍ勺詰り～株の薬剤感受性

　

２２株の臨床分離Ａ．ルｍｚｇｑｔｕｓ株について薬剤感受性の測定を行った。 その結果，ＯＫＨ６株および

ＯＫＨ３４株の２株において， それぞれポリコナゾールのＭＩＣが２ｐｇ／ｍＬおよび８ｐｇ／ｍＬであるこ

とが明らかとなった。 イトラコナゾールのＭにはいずれも１“ｇ／ｍＬ以下であった。

３－３．ＯＫＨ６株およびＯＫＨ３４株の αＰ５７４遺伝子の塩基配列解析

　

ポリコナゾ」ルのＭＩＣが高かった２株について，ｃ

　

ｙｐ５蛸 遺伝子およびその上流プロモ←夕一領

域の塩基配列解析をおこなった。ｃｙｐ５姐遺伝子はアゾール系抗真菌薬の標的酵素であり， 多くの

アゾール耐性株でアミノ酸置換やプロモーター領域における特徴的な繰り返し配列が見られる。塩

基配列解析の結果，ＯＫＨ６株ではポリコナゾールに耐性を付与すると推定される塩基置換等は見ら

れなかった。一方，ＯＫＨ３４株はＣｙｐ５ヱＡの４４８番目のグリシンがセリンヘとアミノ酸置換していた。
このアミノ酸変異はポリコナゾール耐性に寄与することが知られており，ＯＫＨ３４株もこの変異に

よって耐性を獲得したと考えられた。

４． 考

　　　

察

　

本研究において， 帯広市を中心とした十勝管内の環境から分離されたＡ．ルｍ省αとりｓ９１株および

臨床材料より分離されたＡ．ルｍｚｇｑｔｕｓ２２株のアゾール系抗真菌薬を含む薬剤に対する感受性につ

いて検討を行った。
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環境から分離された９１株はいずれもアゾール系抗真菌薬に感受性を示した。

　

一方， 臨床材料から分離された２２株のうち， ２株についてはアゾール系抗真菌薬への感受性が

低い株であった。ＯＫＨ３４株はＣｙｐ５ヱＡの４４８番目のグリシンがセリンヘと置換する変異を有してい

た。 この変異はすでに海外においてポリコナゾール耐性に寄与することが報告されているが， 本邦

では初めての論文報告となった。ＯＫＨ３４株は３ヶ月弱のポリコナゾール治療後に出現しており，
長期治療に伴って出現した耐性Ａ，ルｍ省αｔｕｓと考えられる。

　

今回の検討において， 世界的に問題となってきていろ りｐ５蛸 遺伝子のプロモーター領域に特徴

的な繰り返し配列を持つ耐性Ａ，ルｍ壌αｔｕｓは見られなかった。 日本ではこの繰り返し配列を持つ耐

性Ａ，ルｍ客αｔｕｓが２０１３年１２月に分離されたとの報告がなされた （Ｈａｇｉｗａｒａら）。 この報告によれ

ばこの耐性Ａ．ルｍｚｇｑｔｕｓが分離された患者は少なくとも過去２年間の海外渡航歴が無かった。 その

ため， 筆者らは海外からの飛散等を含めた何らかの経路をたどって日本で感染したことを推定して
いる。Ａ．ルｍ省αｍｓの胞子は飛散しやすく， 仮説のような環境中での選択による出現以外にも日本

環境中への侵入の可能性が考えられる。 これまでに日本の環境中から新たな型の耐性Ａ．ルｍ省α似ｓ
は分離されていないが， 北海道十勝を含めてこの型の耐性Ａ．ルｍ宅αｔｕｓを環境および臨床の両面か

ら監視する必要があると考える。

本研究の実施にあたり， 御支援いただいた帯広畜産大学基金に深く感謝いたします。
本研究成果はＪｏｕｒｎａｌｏｆｌｎｆｅｃｔｉｏｎａｎｄＣｈｅｍｏｔｈｅｒａｐｙ誌に掲載されました。
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社会貢献活動の支援に関する助成



帯広畜産大学マンドリンサークル

帯広畜産大学マンドリンサークルは，１９６５年５月にマンドリン同好会として発足し， 翌年正式

にマンドリンサークルとして認められました。 定期演奏会をはじめ， 地域の方々にマンドリンによ

る演奏を聴いていただくため日々練習しています。 現在部員は１４名で活動しています。

１． おびひる自動車学校

　

一日開放Ｄａｙ（２０１５年５月１７日）

帯広自動車学校にてコンサートをさ

せていただきました。「気まぐれロマ

ン テ ィ ッ ク 」 や 「Ｙｅｓｔｅｒｄａｙｏｎｃｅ

Ｍｏｒｅ」 など様々な年代の方に楽しん

でいただける曲を演奏しました。

２． 帯広第一自動車学校

　

地域感謝祭（２０１５年７月５日）

を誉を孝；夏型轟き
学
ま華美『必需瓢．欄騨瞬ぎ書きキ三

一

　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
ケモンマスター」ゃ，「ぃのちの名前」 圏 鰹艶 端麗瓢墜 馨；きミニ

　　

ナ岬
などを演奏し，来場された多くの方むこ

爾謝扇聴講霞警鐘嚢嗣嘉島声臓諺湖
喜んでいただけました。

　　　　　

『 －－ 騨 騨 － 墨監

　　

護瀞
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３． 第５回畜大ふれあいフェスティバル （２０１５年１２月２３日）

　

とかちブラザー階にて， イベント内

　

‐←

　

…謡搬瓢臓綴繕議老さ
のミニコンサートとして演奏しまし

　

饗駆瞬璽華奉納寒さ誓〉

た。「星に願いを」や「君をのせて」 だきさぞ剛≦

を演奏し聞いていただいた方から温か ：．・

い拍手をいただきました。

　　　

，噂圃麗鞭翻

４． 定期演奏会（２０１５年１１月２２日）

サークル発足後から毎年開催しており， 今年で４６回目となる定期演奏会をとかちプラザ内のレ

インボーホールにて開催しました。 演奏会は三部構成になっており 「たしかなこと」，「亡き王女の

ためのパヴァーヌ」，「レ・ミゼラブルメドレー」 など歌謡曲からクラシックまで多彩な１１曲をマ

ンドリン合奏として演奏し， 約２００名の地域の方々に楽しんでいただけました。

～そのほかの活動～

・寮祭でのコンサート （２０１５．６．２７～２８）

・家庭保育園

　

トムテの家のクリスマスコンサートにて演奏 （２０１５，１２．１２）

マンドリンサ」クルヘのご支援を頂きました帯広畜産大学基金に心からお礼申し上げます。

－３０－



帯広畜産大学吹奏楽部

帯広畜産大学吹奏楽部は，１９９１年７月に同好会として発足して以来， 定期演奏会をはじめとし

た様々な演奏会で，地域の方々と音楽を通した交流をしています。今年は４１名で活動してきました。
１２月の定期演奏会で１３人の３年生が引退し， 現在は新体制となってスプリングコンサートに向け

た練習に励んでいます。

１． スプリングコンサート （２０１５年４月１１日）

地域の人と帯広畜産大学に入学した１年生を対象に， 初めて新

体制で臨んだ演奏会でした。地域の方に今年も畜大らしい暖かい

サウンドを届けようという部員の想いを伝えられたのではないか

と思います。 この演奏会をきっかけに１３名の１年生が入部し，
１年間の活動がスタ」トしました。

２． おびひる自動車学校（２０１５年５月１７日）

春の全国交通安全運動に併せて， おびひる自動車学

校で行われた一日開放Ｄａｙで演奏させていただきま

した。 幼児教室や高齢者教室， シミュレーション体験

が開催される中， 教室ではアンサンブルを， 教習コー

ス内ではＯＢＯＧも含めた演奏をさせていただき， 子

供から大人まで音楽に触れることができる場を提供し

ていただきました。

ｒそ罰覇鱒馨電離扉鰐欄霧璽園電電離圏欄圃圃慶

　　　　

一 き ざきき誓言ききぎざぎざ：『

をＪＥ★

　　

－－－

　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　

．・

　

了

　　
静・

　　

一

　　　　

宇

　　　　　　　　　　

ゞ

３． ＦＭＷＩＮＧ出演（２０１５年５月２４日）

ミニ一説三雲；－．」

　

帯広畜産大学吹奏楽部の宣伝として依頼を受けた

ラジオ出演でしたが， 寮祭が近かったため， 吹奏楽

部と帯広畜産大学寮祭を知ってもらう良い機会とな

りました。 また， 取材の他， アンサンブル演奏の時

間も設けていただきました。

－３１－



４． ファームデザインズ （２０１５年１０月１０日）

　

去年も開催したファームデザインズでの演奏では， 今年もジャ

ズカルテットをさせていただきましたが， 編成はクラリネットか

らアルトサックスに変わりました。 カフェでの演奏はホールやス

テージの演奏とは違い， アットホームで吹奏楽やジャズ， 楽器に

興味がなかった方にも， これらを身近に感じていただける場にな

ったのではないかと思います。

５． 第２３回定期演奏会（２０１５年１２月１９日）

緊張感のある１部， 少ない編成で演奏され

る２部， 盛り上がる３部， 工夫を凝らした幕

間で構成されるこの演奏会は， ３年生にとっ

て最後の演奏会となりました。支えて下さる

地域の方々と，ＯＢＯＧの方々のお蔭で， 笑い

あり，涙ありの感動のステージとなりました。

～その他主な活動～

２０１５年４月

　　

２年

６月

７月

８月

１０月

１２月

２０１６年１月

２月

２年生による部活紹介

寮祭， 芸能祭にてステージ出演

第４０回吹奏楽祭に出演

第６０回帯広地区吹奏楽コンクール出場， 金賞受賞

第６０回北海道吹奏楽コンクール出場， 銅賞受賞

畜大祭ステージ出演， 出店

ＦＭＪＡＧＡ， ＦＭ ＷＩＮＧ出演

第５２回帯広地区管楽器個人コンクール出場，金賞受賞

第４７回帯広地区アンサンブルコンクール出場， 金賞受賞

第５２回北海道管楽器個人コンクール出場， 銀賞受賞

第４７回北海道アンサンブルコンクール出場， 銅賞受賞

吹奏楽部へご支援いただきました帯広畜産大学基金に，心からお礼申し上げます。
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農業サークル

　

あぐりとかち

食料自給率１２００％を超えた十勝地域。そんな農業に恵まれた環境の中で， 私たちあぐりとかち

は「十勝の農業の魅力を全力で楽しみながら，五感で感じ，学び，発信していく」ことを目標に日々

活動を行っています。年々団体規模も活動内容も大きくなっていく中で，今年度は農林水産省後援

「食と農林漁業大学生アワード２０１５」において， 最高賞の農林水産大臣賞を受賞することができま

した。 皆様のご支援・ご協力のお陰でこのような賞を頂くことができ， 感謝の気持ちでいっぱいで

す。これからも『十勝だからできること。十勝でしかできないこと。』に積極的に挑戦していきます。

・麦感祭（２０１５年８月２３日）

音更町西中音更地区で行われる， 麦に感謝するお祭りです。５年目の参加となった今年は， オリ

ジナルのトッピングを考案したかき氷ブースと，大人も子供も楽しめる障害物競争の企画を担当し，
どちらも好評を頂くことができました。農家さんと地元企業，学生が協力して作り上げるお祭りで，
参加者も運営も一体となって麦の恵みを感じることができる十勝ならではの祭りです。

・十勝合宿 （２０１５年８月２５～２８日）

　

あぐりとかちが企画運営を初めて一から行うイ

ベントとして， 本州の農業系サークルに所属する

大学生を参加対象にした農業合宿を初めて開催し

ました。

来訪した参加者１５名と一緒に， 十勝の農業の

生産， 加工の現場を体感， 見学し， 十勝産の食材

を使ったピザを皆で作って食べるなど， 全身で十

勝を感じ， 最終日は十勝の農業， 十勝の食べ物の

美味しさの理由について考えました。

初めての試みで幾多の困難がありましたが，無

事に成功に終えることができました。

１１

－３３－



・ちくだい／＼ムサンドプロジェクト （２０１５年９月１９日）

　

日本ハム㈱と畜大地域連携推進センターのご協力の

もと，「野球観戦で食べたいもの」 をコンセプトとし

た商品開発を行いました。何度も試作を重ね最終的に

出来上がった 「華麗にハム勝つサンド」 は札幌ドーム

で行われたファイターズ戦にて販売しました。 あいに

くの悪天候で売上目標には至りませんでしたが，商品

開発の楽しさと難しさを学ぶことができました。

・農家さん巡り （２０１５年１１月～全３回）

十勝の農家さんと交流を深めたいということで始まった企画です。様々な農家さんとお話をする
ことで， 十人十色な考えと， どの農家さんも共通して持っている想いを知ることができ， 多くの刺

激を受けました。農家さんと距離の近い私達だからこそできる活動であり， この貴重な機会を今後
の活動にも生かしていきたいです。

・十勝消費拡大プロジェクト（２０１５年１１月～現在進行中）

昨年に引き続き十勝農協青年部の方々と一緒に行っている， 十勝産食材の消費を高めるための商
品を開発しようとしている活動です。今年はジャガイモをメインの材料とし， 居酒屋に合う料理を

テーマに料理を考案しています。農家の方々と交流しながら， 十勝産の食材をいかにうまく利用す
るかの試行錯誤で， 今年度も各班ユニークな料理ができそうです。

その他今年度行った活動

・とかち ・麦ピザマラソン

・サイエンス農 （あぐり） カフェ

・おびひるキッズタウン

・食と農林漁業大学生アワード２０１５

・親子ピザ作り教室

農業サークルあぐりとかちへご支援頂きま

した帯広畜産大学基金に，心よりお礼申し

上げます。

　

あぐりとかち

　

活動ブログ

ｈｔｔｐ：／／ａｍｅｂｌｏ」ｐ／ａｇｒｉｔｏｋａｃｈｉ／
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「食と農林漁業大学生アワード２０１５」農林水産大臣賞
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帯広畜産大学うまぶ

帯広畜産大学うまぶは，２０１５年１月に発足し，同年４月に公認サークルになった新しい団体です。

地域の方々への馬事普及を目的としており，近隣の子供たちを招待した乗馬教室を開催することで

馬と触れ合ってもらったり， 多くの方に見て楽しんでもらえるように軽乗・やぶさめに取り組んだ

りしています。普段は当番制で馬の世話や乗馬等の練習をしています。

１． 帯広畜産大学で馬に乗ろう（２０１５年５月１７日）

子供を呼んだ乗馬会としてはうまぶの初めての催し

でした。ひき馬で時間内（２時間）乗り放題，５歳か

ら中学生までという内容の募集ポスターを市内コンビ

ニやス←パーなどに貼らせていただき， 結果４４名の

お子さんに参加いただきました。待ち時間の間にはポ

ニーとのふれあいやえさやりを楽しんでいただきまし

た。 初めてということで反省点は多かったですが， 安

全に終わらせることができました。

２． うまぶ乗馬教室① （２０１５年６月２１日， ７月５日， ８月１６日）

　

５月１７日の「帯広畜産大学で馬に乗ろう」企画に

参加いただいた子供たちのうち， さらに乗馬をしたい

と希望してくれた１３名を対象に， 全３回の乗馬教室

を行いました。 自分の力で馬を歩かせ， 行きたい方向

に進ませることができるようになることを目標とし，

乗馬のほかにも馬の手入れをして鞍をつける馬装， 馬

についての知識を深めるためのクイズなどを行いまし

た。

　

７月中の予定でしたが最終日雨天により延期になっ

てしまい， 最終回は都合が悪く来られない子もいまし

たが， 馬装レース， 常歩で複雑なコースを回るタイム

アタックレース， ひき馬による速歩リレーなどの競技

を行い， これまでの練習の成果を披露していました。

　

終了後は全員に修了証を授与し， 競技の総合点数が

高かった子には蹄鉄をプレゼントしました。最終回時

に保護者の方々に記入いただいたアンケ」トでは， 実

施回数が少ない， 開催間隔が長いなどの意見もありま

したが， 内容に関してはとても安全に見えた， とても

楽しかったなどの回答を多く頂き，部員の自信につな

がりました。

－・ ａ一ト

－３５－



３． うまぶ乗馬教室② （２０１５年１１月１日，１１月３日，１１月１５日）

夏の「ぅまぶ乗馬教室①」企画で馬の動かし方を身

　

慶翻瞳圏瞳醒瞳欄霊 園翻圃圃鵬

軽乗チ」ムは速歩を， 軽速歩チームは軽乗に挑戦して

～そのほかの活動～

２０１５年４月

　　

帯広競馬場で開催の軽乗講習会参加・補助

６月

　　

十勝春季騎射大会

　

初心者競技２名出場（１位，２位）
１０月

　　

第１３回騎射競技十勝大会

　

初心者競技４名出場 （１位， ２位， ５位， ６位）

ちくだい馬フオ」ラムにおいて軽乗・やぶさめ披露

うまぶへご支援いただきました帯広畜産大学基金に， 心から
お礼申し上げます。
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野生動物対策に関するパンフレット作成と普及及びエゾモモンガ

に関する一般向けパンフレットの作成と環境教育普及事業

柳

　

川

　　　

久

畜産生命科学研究部門

　

教授

　

高速道路での野生動物対策に関するパンフレット（５００部）は， 国際野生生物管理学会（２０１５

年７月）のシンポジウム， 道東道， 帯広広尾道の視察， ネクスコ東日本北海道支社， 北海道開発局

帯広道路事務所，北海道開発技術センターなどに配付しました。
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ｌ
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エゾモモンガに関するパンフレットは１０００部刷り， おびひろ動物園での環境教育， 畜大ふれあ

いフェスティバル，帯広市図書館での環境学習等十勝館内での様々な催しや講演などに配りました。

エゾモモ》ガ端子は
いつごろー粟立つ嫌？

エゾモモンガの子はゆっくりと脇摂します。葱まれたばかりの子１観～
飽、赤はだか轡１も耳も開いていませ」生，観 １２日でくゥついて
いた手足の捕幡ｑ本ずつ分離転調△。下あごの艶が韻始めるのが生
後総鼠上あごの歯は生掻蔽躍犯で出て離す。生後淘日くらいで体
中が毛１串お糊ｒ」生後畿菖で＝が鞘さます。行輸ｆま、生硯幾日くら
いまでは蒲足を換りて「ほう」だけでずが、生後鱗鞭くらいから朔足
後ろ足を使って歩けるようになります崎生換輯日くらいで巣から田て固
形物を食べ始め、生楼瓢紹頃から滑空の練習を始め、虫銭籾順頃
＃も親元を離れて巣立ちを焔め裟ず。

エゾモモン鞘±ネズミ目リス料の動物です。北海道には同じリス料の動物と
してエ、）スとシマリスがいます。この細綴は活動する時間や空間、エサ
ヤ巣などの資源を使い分けているので、同ヒ；場所で暮らす事ができます。

エゾモモンガと同じ、リス科の仲間たち

工ずモモンガは
北海適だけにいる熔ア

エゾモモンガと同じ霞類の鋤物

　

｛同種）は夕巾Ｊクモモ、ガといい、フィンヴ
ンドからシベリア、中卸鵡ヒ部、朝鮮半島、サノ、ＩＥンとどに広扮Ｈ布しています。
日本では北海道だけに生，壱」北海遣の保護動物に指定されています。
本州・四国・九州にはニホンモモンガという別の種繁のモモ、ガがいて、
この粗は日本だけにいる「脳有種」です。エゾモモンガとニホンモモンガ
はそっくりで、外見習まほとんど昆甜揚ｇっ離せん。

僕たち；ホンモモンガです。そっくりでしょ？

エゾモモ》ガは
伺を食べている燐？

エゾモモＺ旅まほぼ繋金な壌勧賞です像瀞にギ押ナ若韻、シ受粉く、ノ、
ンノキなどの黄葉を食べれ１まずり夏から秋にか≦賀は、ヤマ卯やサク
ラの興・済ヲかｔ．カエデ陰どの爽、まだ青いめシワやスナラの附ングリ
を食べ諌すめ冬に銭・“ラカバ、／▽ノキ、カラマ刈拡どの冬芽や花穂を食
べます。

エゾモモンガってどんな動物？獄門矧
捌きす

　

え谷ロ鴨嵐山ロ撒岡，潮・蹄練村本艶子，名簿糞呪凧簸木

　

意鄭本

　

溺ｆ汰熊

　

磁，演田端穂－療入曙日糞，野村痩糞
酪力；おびひろ勤鞠纏

エゾｑＥモ、ガは食べ物も住むところふ
移動の手段もすべて木に頼っていま
す。木のないところでは生きていけま
せん。遂にまとまった凄勅〈あれば、平
地から高山帯まで、北海道のほぼ全
域に分布し脅’ます。帯広市で隙市
街地の公園や学校の林、防風林な
どにもいます。

轟き註さ）エゾモモンガ鱗巣は？
エゾモモ、牧′の崇は基本的にを琳１洞｛じヂピう）とし本にあいた穴です。特
にラ勤ゲラなどのキツツキの古巣を良く使います。小鳥用の巣箱も好んで使
います。そのほか工、ヂ」スの巣やキジノ争‘”リラスのなど鳥の古巣も使います。

モモ、ガが好むアカゲラの古巣は、出入り口の大きさが約４５Ｃｍ、内部の
直径が約ｌａに＊、深さが邪叩Ｑくらいです。冬には保温のため、より深い樹
欄が好まれる傾向があります。巣の中にはヤマ－“の皮を細かく裂いたも
のが粟材として使われています。

誓言馨曇≧選ば玉圭暑熱鰹壕濡愛す嚢鱈
エゾモモ、ン雷門±夜行性の劾物です。ふだＭま日没から平均１５～勘分くら
いで巣から出て活動を始め、何度か巣に戻って休みます。最後の活動

　　　　　　　 　食べる事に使われます。

警護霧総繋年玉き剥ぎ審冬璽』鞍噂２
エソモモンメ質ね年を通して活動します。春と秋に毛が生え変わり、夏毛
Ｆ湘香色（茶色）、冬毛は白域取・灰茶の毛色にかわります。冬眠１ませず、
冬にも１日１度は出てきてえさを食べます。ただ、寒さの厳しい時期の活
動時間は短く、明け方近くに１日１回出だきて、１時ｒ郎崩で撲に帰るときも
あります。

エソモモンガは年に２回繁
殖します。最初の出産は
甥中旬から、２度目の出
産；灯月中旬から始まりま
す。１回に産まれる子の数
；麹匹～６匹で平均鶏匹。
子育てをするのは母親だ
けです。

パンフレットの作成にあたり， ご支援いただきました帯広畜産大学基金に深謝いたします。

　

瀞鰯

　

ｒ
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《平成２７年度大学基金奨学生との懇談会を開催》

　

《奨学金授与者から》

－大学基金の奨学金を授与されて－



平成２７年度大学基金奨学生との懇談会を開催

　

１０月２０日（火）本学本部棟大会議室において， 長揮学長と平成２７年度大学基金奨学生との懇談

会が開催されました。

　

この懇談会は， 同奨学生に大学基金の趣旨を理解してもらい， 奨学金を有効に使用していただく

ことを目的に開催しています。

最初に，学務課長から大学基金の奨学金は，その趣旨に賛同をいただいた企業・団体， 同窓生及

び教職員からの寄附であるとの説明がありました。
学長から「この奨学金は， 全国の同窓生や企業・団体からの貴重な寄附であることを忘れず， 常

に感謝の気持ちをもって，これからの学業や研究など， それぞれの目指す目的に有効に活用してい

ただきたい。」 と述べられました。

　

その後， 各奨学生から， 氏名， 学年・所属研究室などの自己紹介と， この奨学金に対する感謝の

言葉が述べられました。

大学院畜産学研究科食品科学専攻２年， 竹内薫（たけうち

　

かおる）さんからは，「生活費や学

会出席の旅費に使う予定なので， 非常に感謝しています。」とお礼の言葉が述べられました。

Ｊ［滋養ミ二響き言語

　

凄艶ミ：豊；ユ
ー

　　　　　

　

　

　

　

　　　
　　　　　　　　　　　 　　　

　　　　　　

総 評
警きざミニ滋養一 樹聾メ跨ぎ綴

響き－－’撃驚きぎ

　

に
墓 誤 謬 墜

キノコ．ノ

　　　　　　　　　　

ー

　　

－－

長洋学長（前列中央）と大学基金奨学生
金山理事・副学長 （後列左）， 小田理事・副学長 （後列右）
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《奨学金授与者から》

‐大学基金の奨学金を授与されて－
共同獣医学課程４年 関谷 明生

　

この度は帯広畜産大学基金奨学生にご採用いただき，誠にありがとう

ございます。本年度より研究室に所属し時間的に余裕のなくなった私に

とって， この奨学金は生活面で大きな助けとなりました。
現在， 研究室では獣医病理学を学んでおり， 日々動物の解剖や鏡検を

行っています。病理学は専門性が高く， まだまだ基礎的な知識や技術を

身に着けることで手一杯ですが， いずれは未知の病態形成メカニズムを

解き明かす一助となるような研究ができればとこれからも日々奮闘して

いく所存です。最後に， ご支援いただきました関係者の皆様に厚く御礼

申し上げます。

畜産科学課程 ４年

　

細矢

　

千佳

　

この度は， 帯広畜産大学基金奨学金を授与していただきありがとうご

ざいました。奨学金の給付を受けられたことで， 学費工面のために費や

していた時間を学業に充てることができました。
私は現在， 昆虫病原菌を用いたアブラムシの防除について研究してい
ます。 アブラムシは， 北海道の基幹作物であるジャガイモ等で， ウイル

スを媒介することが問題となっております。生き物を扱う研究であるた

め， 実験ができる時間が限られており， アルバイトとの両立が困難でし

たが， 奨学金の援助のおかげで経済的負担が減り， 研究に集中すること

ができました。来春から帯広畜産大学大学院に進学するので， 北海道の

農業に貢献できるよう勉学に励みたいと思います。

畜産科学課程

　

４年

　

成島

　

成島

　

右京

　　　　

この度は帯広畜産大学基金の奨学生として採用して頂き， 誠にありがノ
慶 ぼ津紐。

　　　

私は盲導犬の効率的な繁殖を目的として， イヌではまだ確立していな

　

，

　

い，卵子の体外培養系の技術確立を目指し， 研究活動に取り組んできま

　　　

した。 皆様の奨学金を通じて学生生活を支援して頂けたことで， 研究活

　　

動に積極的に取り組むことができ， 私の研究成果が多少なりとも社会に

　　

貢献できたのではないかと考えております。

　　　

学生生活において， 不安を抱くことなく有意義に過ごすことができた

　　

のは， 支援して頂いた皆様のおかげであると実感しております。 今後も

感謝の意を忘れず， 勉学に励んでいきたいと考えております。
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知里

今年度， 帯広畜産大学基金の奨学生に採用していただき， 本当にあり

がとうございました。 私は親からの仕送りがないため， 昨年度はアルバ

イトをしていても生活がとても苦しく，毎日のように貯金通帳の残高を

確認する日々を送っていました。 今年もアルバイトをしていましたが，

奨学金がなかった頃と比べると生活にゆとりができ， 勉強時間を確保し

やすくなったように思います。

卒業研究では大学校内にある樹木の調査をしていたので， 特に大きな

お金のかかることはありませんでしたが， 奨学金をいただけたために，
アルバイトの時間を調査に回せたことはすごく大きかったです。

将来， 就職することができたら， 今度は私も大学基金に寄附する側に回りたいと思っています。

畜産科学課程

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

４年

にありがとうございました。

星崎 晃一

　

この度は帯広畜産大学基金より奨学金の授与を受け賜り， 誠にありが

とうございます。日頃の生活費用を工面するにあたりアルバイトをして

いましたが， 今回奨学生に採用して頂いたことで大幅にその時間を減ら

すことができました。

卒業研究として， 綿実に含まれる成分ゴシポールが牛の卵丘膨化に及

ぼす影響をテーマに行いましたが， ご支援を受けさせていただけたこと

でより研究に集中することができ， 心身ともに支えになりました。本当

に感謝の一言に尽きます。奨学生としてご支援頂いたぶん， 社会や大学

に恩返しできるよう， 努力していきたいと思っております。 この度は誠

畜産科学課程

　

４年 中谷

　

崇人

　　

この度は，帯広畜産大学基金奨学生に採用していただき， 心より御礼

　

申し上げます。

　　

今年度は，自分の進路を決める，人生の分岐点とも言える年度でした。

　

ご支援いただけたことにより， アルバイトに割いていた時間を自身の研

　

究にあてることができました。 私は， 初冬に茎から氷晶を析出させるシ

　

モバシラという植物の研究をしており，来年度より京都大学の大学院に

　

進学します。 帯広を離れることにはなりましたが， ご支援いただいた皆

　

様のお蔭で充実した一年を送ることができ， 自分の目指した進路に進む

　

ことができたことを忘れません。末筆ながら， 帯広大学基金奨学生に採

用していただいたこと， そして支援していただいた皆様に重ねて御礼申し上げます。
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薫帯広畜産大学大学院畜産学研究科修士課程食品科学専攻２年

　

竹内

　

この度は帯広畜産大学基金の奨学生として採用していただき，誠にあ

りがとうございました。

私は本年度から新たな研究テーマとして日本短角種という和牛の肉質

を評価し， 出荷月齢との関係について調べました。 得られた実験データ

は９月に開催された畜産学会で発表することができました。

　

この研究の成果を生産者の方に利用していただくことで牛肉生産に貢

献できると考えています。 研究に専念することができたのは， 基金奨学

金によって生活面での不安が取り除かれたからだと思います。大学院修

了後は， 研究を通して北海道の農畜産業に貢献し，また帯広畜産大学基

金を通して畜大に恩返しをしたいと考えています。

岩手大学大学院連合農学研究科

　

生物資源科学専攻２年

サンチャゴ

　

クリスティーン

　

ドロ」レス （フィリピン）

　　　　　　　　　　　　

私は現在博士課程２年で大和田琢二教授の研究室に所属し， 研究を行

　　　　　　　　　　　

っています。 私の研究は共生微生物に関するもので， 私たちの研究室で

　　　　　　　　　　　

は十勝で主要な作物の生化学的肥料の開発を目的としています。 そのた

　　

雌三

　

〆総ゞ －

　　　

め， 私たちは植物体に良い影響を与える微生物の生化学的特性， 植物体

　　　　　　　　　　　

に対する細菌の感染部位を調査しました。 来月に論文をジャーナルに提

　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　

出する予定です。

　

．澱み

　　　　　　　

キ

　　　

日本での生活費は非常に高いですが私は生活できるように予算を立て
．麟．愛護養

　　　　　　　

護 翻

　

ることを身につけました。 帯広畜産大学基金から奨学金をいただいたこ

　　　　　　　　　　　

とをとても感謝しています。 この奨学金は， 私の研究と卒業の目的に希

望と励ましを与えてくれました。

岩手大学大学院連合農学研究科

　

生物資源科学専攻３年

曹

　　

良子（中国）

　

私はコムギの安定的かつより多収につなげるために， コムギの穂発芽

抵抗性および出穂に関する遺伝育種学研究を行っています。研究成果と

して， これまで見つかっていた穂発芽抵抗性に効果を示すＴａＭＦＴＩ遺伝

子と相乗効果を示すＱＴＬを見つけることができました。 また， 出穂で

は日本品種およびスペルトコムギ由来の出穂時期を微調整できるＱＴＬ

を検出でき， これらは今後コムギ育種のマーカー利用選抜に利用できる

と考えられます。

　

出穂の成果については３月の日本育種学会において発表する予定で，
今回いただいた奨学金で参加費などにも使用したいと思います。 また，

奨学金は生活費にも多く使用しました。本当にありがとうございました。
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賛助会員名簿及び寄附者ご芳名

大学基金運営委員会委員名簿

大学基金に関する規程



賛

　

助

　

会

　

員

　

名

　

簿

（平成２８年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）［企業・団体等］（５２団体）

　

１

　

㈲青田企画巧芸

２

　

㈱アクト

３

　

㈱伊豆倉組

４ 出雲ペットクリニック

５

　

㈱ウチダシスムテズ北海道支社帯広支店

６

　

㈱エヌシーおびひろ

７ 医療法人社団

　

博仁会

　

大江病院

８

　

帯広ガス㈱

９

　

帯広商工会議所

１０

　

帯広信用金庫

１１

　

帯広畜産大学生活協同組合

１２

　

帯広畜産大学同窓会

　

滋賀県支部

１３

　

帯広地方卸売市場㈱

１４

　

特定非営利活動法人コミュニティシンク

　　

タンクあうるず

１５

　

㈱ズコーシャ

１６ ㈱曽我

１７

　

㈱ダイイチ

１８

　

大昭電気工業㈱

１９ たいせつ動物病院

２０

　

税理士法人

　

竹川会計事務所

２１

　

㈱土谷特殊農機具製作所

２２

　

東洋印刷㈱

２３

　

東洋農機㈱

２４

　

十勝信用組合

２５

　

十勝地区農業協同組合長会

２６

　

㈱十勝生ハム製造研究所

２７ 十勝農業協同組合連合会

２８

　

㈱）十勝毎日新聞社

２９ 合同会社トレックス

３０

　

内外施設工業㈱

３１

　

㈲中空知ペットケア 吉岡どうぶつ病院

３２

　

㈱日専連ジェミス

３３

　

日本甜菜製糖隊）

３４

　

ハラデンキ僻）

３５

　

㈱平田建設

３６

　

富士金網製造鎌）

３７

　

㈱べつかい乳業興社

３８ 社会医療法人北斗

３９

　

㈱北海道新聞社帯広支社

４０ 北海道電力㈱帯広支店

４１

　

北海道農業協同組合中央会

　

帯広支所

４２

　

北海道バイオマスリサーチ㈱

４３

　

宮坂建設工業㈱

４４

　

宮本商産㈱

４５

　

森産業㈱

４６

　

㈱山本忠信商店

４７

　

㈱柳月

４８

　

ＹＳヤマショウ㈱

不掲載希望

　

４団体

４３－
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村
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元

森
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吉

吉
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０
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久

　

求

　

典

道

　

志

　

豊

　

夫

　

格

　

昌

綾
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［個人ｏ学外］（１０１名）

明

　

子

　

之

　

嗣

　

郎

　

豊

　

郎

　

夫

　

一

　

子

　

文

　

文

　

人

　

治

　

臣

　

久

　

隆

　

悦

　

彦

　

雄

　

高

　

男

弘

　

一

　

治

　

佳

　

男

　

夫

　

二

　

雄

秀

智

雅

遊

　

ー

　

忠

洋

薯

秀

良

功

明

義

晴

　

和

良

典

秀

政

格

卓

清

基

幸

久

雄

昭

淫

　

賀

　

川

　

田

　

野
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田

　

野
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友
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本
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野

原

　

田

　

藤
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井

　

藤

　

野

村

　

田

　

水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保

芦

　

有

　

石

　

石

　

磯

　

市

　

稲

　

今

　

岩

　

宇

　

大

　

大

　

岡

　

岡

　

鬼

　

影

　

梶

　

勝

　

加

　

菅

　

楠

　

久

　

後

小

　

坂

　

佐

　

佐

　

佐

　

柴

　

清

１

　

２

　

３

　

４

　

５
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９
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０
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２
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［個人◎学内］（８５名）

１

　

相

　

内
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５
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６
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（平成２８年３月３１日現在）

　　

（五十音順・敬称略）

６１

　

松

　

本

　

高太郎

６２

　

宮
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和

　

郎

６３
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岡
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美
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浩一郎
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崎

　

栄

　

樹

６９

　

山

　

本

　

員樹夫

７０

　

横

　

町

　

直

　

明

７１

　

和

　

田

　

大

　

輔

不掲載希望

　

１５名
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その他の寄附者ご芳名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（平 成２８年 ３月３１日 現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（五十音順・敬称略）

［個

　

人］（４名）

１

　

石

　

川

　

諭

　

史

　　　　

２ 山

　

田

　　　

賓

　　　　

３

　

吉

　

田

　

定

　

弘

不掲載希望

　

１名
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国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会委員名簿

構成員

　

１６名 （任期２年：２６．４，１～２８．３．３１）

職

　　　　　　

名 氏

　　　

名 備

　　　

考

委員長 帯広畜産大学

　

学長 奥

　

田

　　　

潔

委

　

員 宮坂建設工業株式会社

　

代表取締役社長 宮

　

坂

　

寿

　

文

よつ葉乳業株式会社

　

取締役

　

執行委員
十勝主管工場長

川

　

瀬

　

博

　

教

日本甜菜製糖株式会社

　

取締役 八

　

巻

　

唯

　

史

十勝農業協同組合連合会

　

専務理事 高

　

橋

　

英

　

三

帯広商工会議所

　

会頭 高

　

橋

　

勝

　

坦

株式会社土谷特殊農機具製作所
代表取締役社長

土

　

谷

　

紀

　

明

株式会社ズコ←シャ 代表取締役社長 関

　

本

　

格

　

至

株式会社十勝毎日新聞社

　

代表取締役社長 林

　　　

浩

　

史

帯広信用金庫

　

理事長 増

　

田

　

正

　

二

帯広畜産大学

　

同窓会会長 由

　

佐

　

需

　

朗

地域環境学研究部門

　

教授 辻

　　　　　

修
帯広畜産大学同窓会
事務局長

帯広畜産大学

　

理事 金

　

山

　

紀

　

久

帯広畜産大学

　

理事 小

　

田

　

有

　

二

帯広畜産大学

　

理事 門

　

屋

　

充

　

郎

帯広畜産大学

　

事務局長 横

　

町

　

直

　

明

一４７－



国立大学法人帯広畜産大学基金規程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２２年１月２１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

規

　

程

　

第

　

１

　

号

（設

　

置）

第１条

　

国立大学法人帯広畜産大学（以下「本学」という。）に， 基金（以下「基金」という。）を

　

置く。

（目

　

白勺）

第２条

　

基金は， 本学における教育研究及び社会貢献に関する活動を活性化し， 本学の使命・目標

　

を積極的に推進することにより，我が国の教育文化の発展に寄与することを目的とする。
（事

　

業）

第３条

　

基金は，前条の目的を達成するため， 次の各号に掲げる事業の用に供するものとする。

　　

（１） 教育研究活動に関する助成事業

　　

（２） 学生に対する奨学事業

　　

（３） 国際交流に対する支援事業

　　

（４） 教育研究環境の整備に関する事業

　　

（５） 社会貢献活動の支援に関する事業

　　

（６） 産業界， 同窓生との連携に関する事業

　　

（７） その他基金の目的を達成するために必要な事業

（基金の構成）

第４条

　

基金は，第３条に定める目的を寄附目的とする寄附及びその運用による果実をもって構成
する。

（基金の運営）

第５条

　

基金の運営は， 基金への寄附及びその果実をもって充てる。
２

　

基金の運営に関する重要事項の審議は，帯広畜産大学基金運営委員会（以下「委員会」という。）

　

が行う。

３

　

委員会の組織運営等については， 別に定める。
（賛助会員）
第６条

　

基金の目的に賛同する者は， 学長の承認を受けて賛助会員となることができる。
２

　

賛助会員及び賛助会費に関し必要な事項は，別に定める。
（事業年度）
第７条

　

基金の事業年度は， 毎年４月１日に始まり， 翌年３月３１日に終わるものとする。
（庶

　

務）

第８条

　

基金の庶務は， 事務局関係課等の協力を得て， 総務課において処理する。
（雑

　

則）

第９条

　

この規程に定めるもののほか， 基金の運営に関し必要な事項は， 別に定める。

　

附

　

則

　

この規程は， 平成２２年１月２１日から施行する。

－４８－



国立大学法人帯広畜産大学基金賛助会員規程

平成２２年１月２１日

規

　

程

　

第

　

２

　

号

（趣

　

旨）

第「条

　

国立大学法人帯広畜産大学基金規程（平成２２年規程第１号）第６条第２項の規定に基づき，

　

国立大学法人帯広畜産大学基金（以下「基金」という。）の事業活動をより充実したものとする

　

ため， この規程を定める。

（賛助会員）

第２条

　

賛助会員は， 基金の目的に賛同し，事業に協力するものであって，様式１の申込書を提出

　

し， かつ， この規程に定める賛助会費を納付した者とする。

（賛助会費）
第３条

　

賛助会費の額は， 次のとおりとし， １口以上を申しこむことができる。

　

（１） 個人会員の場合は， １口年額５千円とする。

　　

（２） 法人・団体会員の場合は， １口年額１万円とする。

（賛助会員の脱会等）

第４条

　

賛助会員で脱会しようとする者は， 様式２の脱会届を提出するものとする。

２

　

賛助会員が賛助会費を納付しない時は， 脱会したものとみなす。

（賛助会費納付金の運用）

第５条

　

賛助会員から納付された賛助会費は，基金の運用財産収入又は基本財産収入として経理し，

　

運用する。

　　　

図寸

　

貝１」

　

この規程は， 平成２２年１月２１日から施行する。
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様式 １

平成

　　

年

　　

月

　　

日

賛 助 会 員

　

申 込 書

国立大学法人帯広畜産大学長

　

殿

申

　

込

　

者

郵便番号

住

　　

所

電話番号

氏

　　

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

　

帯広畜産大学基金の目的に賛同し， 事業に協力するため賛助会員として加

入したく申し込みます。

賛助会費申込口数

　　　　

口

なお， 会費の納付については，

・銀行振込で納付する。

・現金で納付する。

（いずれかに○印をお願いします。）
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様式 ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平 成

　　

年

　　

月

　　

日

賛 助 会 員 脱 会 届

国立大学法人帯広畜産大学長

　

殿

脱

　

会

　

者

郵便番号

住

　　

所

電話番号

ＦＡＸ番号

会社名

代 表 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

団 体 名

　

代 表 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

個 人 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印

都合により，帯広畜産大学基金の賛助会員を脱会したいのでお届けします。
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国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会細則

　　　

（平成２２年１月２１日

　

細則第１号）

改正

　

平成２４年２月１６日

　

細貝り第１２号

（趣

　

旨）

第１条

　

この細則は， 国立大学法人帯広畜産大学基金規程（平成２２年規程第１号）第５条第３項の

　

規定に基づき， 国立大学法人帯広畜産大学基金運営委員会（以下「委員会」という。）の組織及

　

び運営に関し， 必要な事項を定めるものとする。
（任

　

務）

第２条

　

委員会は， 帯広畜産大学基金（以下「基金」という。）の管理及び運営に関する次に掲げ

　

る事項について審議を行う。

　　

（１） 事業計画に関する事項

　　

（２） 基金の予算及び決算に関する事項

　　

（３） 寄附の受け入れ及びその運用に関する事項

　　

（４） 寄附者への謝意表明の基本方針に関する事項

　　

（５） その他基金の管理及び運営に関する重要事項

（組

　

織）

第３条

　

委員会は， 次に掲げる委員をもって組織する。

　　

（１） 学長

　　

（２） 理事

　　

（３） 財団法人帯広畜産大学後援会の理事， 監事及び評議員であった者の中から学長が指名する

　　

者 若干人

　　

（４） 帯広畜産大学同窓会役員の中から学長が指名する者

　

若干人

　　

（５） 事務局長

　

（６） その他学長が必要と認めた者

　

若干人

（任

　

期）

第４条

　

委員の任期は２年とし， 再任を妨げない。 ただし， 補欠又は増員による委員の任期は， 前

　

任者又は現任者の残任期間とする。
（委員長）
第５条

　

委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。
２

　

委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。
３

　

委員長に事故があるときは， 委員長が指名した委員が， その職務を代行する。
（会

　

議）

第６条

　

委員会は， 委員の過半数が出席し，かつ， 第３条第３号の委員のうち少なくとも１名が出
席しなければ， 会議を開くことができない。
２

　

議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
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（委員以外の者の出席）

第７条

　

委員長が必要と認めたときは， 委員以外の者を会議に出席させて，その者から説明又は意

見を聴くことができる。

（庶

　

務）

第８条

　

委員会の庶務は， 事務局関係課等の協力を得て， 総務課において処理する。

（雑

　

則）

第９条

　

この細則に定めるもののほか， 委員会の運営に関し必要な事項は， 委員会が別に定める。

　　　

餅寸

　

貝－」

１

　

この細則は， 平成２２年１月２１日から施行する。

２

　

この細則施行後， 最初に任命される第３条第３号，第４号及び第６号の委員の任期は，第４条

　

の規定にかかわらず， 平成２６年３月３１日までとする。

　　

附

　

則 （平成２４年２月１６日細則第１２号）

　

この細則は， 平成２４年２月１６日から施行する。
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